
１　成果目標

（１）生産コスト又は集出荷・加工コストの10％以上の削減
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弘前市
担い手
育成総
合支援
協議会

1-
06-3

弘前市
薬師
堂・乳
井地区

大豆

水稲から大豆への作付拡大
を図るため、高性能な汎用
コンバインと省力栽培で生
産コスト削減が図られる中
耕ローターをリース導入

生産コスト
の10％以上
の削減
（24.2％削
減）

98,996円
/10a

20.0

弘前市
十腰内
地区

キャベ
ツ、レ
タス、
だいこ
ん

トラクター及び収穫機の導
入により作業の効率化を行
い、作付面積を拡大し、人
件費等のコストを削減

生産コスト
の10％以上
の削減
（18.4％削
減）

269,095円
/10a

達成率
（％）

　確定申告データと作
業日誌により、10a当た
りの生産コストを算出

171.4%

　大豆の産地確立・拡大に向け
て、今後も意欲的に取り組む。

　導入した高性能な汎用コ
ンバイン等により省力化が
図られ、生産コストが削減
された。
　今後は大豆産地を確立す
るために、大豆の栽培面積
拡大を今以上に進める必要
がある。

R1評価済み

弘前市
担い手
育成総
合支援
協議会

1-
06-4

産地生産基盤パワーアップ事業

都道府県事業評価報告書（収益性向上対策）

地域協
議会名

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容

成果目標

事後評価の検証方法(※
定量的な検証ができる
こと。)

都道府県の評価 備考
現状 目標 実績

年度 面積 生産量、出荷量 年度 生産量、出荷量、 年
度

面積 生産量、出荷量、

又は処理量 又は処理量 又は処理量

面積

スマート農業推進枠

年
度

導入・定着の取組の
実施内容

地域協議会等の評価

　トラクター及び収穫機の
導入により、作付面積の拡
大と人件費等のコスト削減
が実現された。
　今後も露地野菜産地を維
持するめ、導入した機械の
有効活用が必要である。

R1評価済み

ひろさき
農業総合
支援協議
会

2-06-4前坂共同
防除地区

果樹
（りん
ご）

37.0 －

　確定申告データと作
業日誌等により10a当た
りの生産コストを算出

－
57,986円

/10a
18.3 －

ひろさき
農業総合
支援協議
会

2-06-7下湯口地
区

果樹
（りん
ご）

-167.5%

黒星病の発生は徐々に抑えられてはい
るものの、丁寧な薬剤散布が必要であ
るためコスト低減は難しいが、地域内
の農地取得に努めるなど組合一体と
なって目標達成にむけて経営の最適化
を図る必要がある。103

139.6%

　面積および削減率ともに目標を
達成しており、十腰内地区におけ
るキャベツ等の産地化に向けて、
適正に事業を遂行できたものと評
価する。17.0 －

219,650円
/10a

30.0 －
200,087円/

10a

11.1 －
290千円
/10a

14.5

スピードスプレヤーのリース
導入による共同防除体制の強
化により、労働力の確保・調
整を図る。

生産コストの
10％以上の削
減
（10.8％の削
減）

278,644円
/10a

103.4 －
248,562円

/10a

ひろさき
農業総合
支援協議
会

2-06-5
糠坪・創
生共防地
区

果樹
（りん
ご）

－
75,072円

/10a
20.0

12.7 －
330,250円

/10a
24.0 －

324,577円
/10a

22.1 －

　販売伝票や確定申告
書及び決算報告書によ
り10aあたりの生産コス
トを検証

例年よりも開花が早まり、薬剤
散布の回数が増えたことに伴
い、経費が増加したことで、成
果目標の達成には至らなかっ
た。栽培面積の増加を図りなが
ら経費削減に努める必要がある
ので、経費全体の見直しと、耕
種的防除を併せた効率的な病害
虫防除対策を行うよう指導す
る。

R2評価済み
R3改善状況

スピードスプレヤーのリース
導入による共同防除体制の構
築により、労働力の確保・調
整を図る。

生産コストの
10％以上の削
減
（10.0％削
減）

321千円
/10a

8.6 －
288千円
/10a

11.2 － 292千円/10a 13.7

　産地の農業者の確定申
告データから10a当たりの
生産コストを算出

87.9%

　目標達成が見込まれることから、引
き続き経費の削減に努められたい。

　近年、開花時期が早まってお
り、薬剤散布の回数が増加して
いる他、黒星病撲滅のため特別
散布を行うことで経費が増加し
ているが、他経費の削減を進め
たことにより目標達成が間近で
ある。病害虫防除に必須となる
薬剤・燃料価格の高騰により経
費削減が難しい状況下にあって
も、経費内容を見直して削減に
努めたが、成果目標の達成には
至らなかった。引き続き経費削
減を留意しながら、導入したス
ピードスプレーヤを安全・適正
に使用し、修繕費等の突発的経
費が発生しないように農作業安
全講習会等で指導する。

R1評価済み
R3改善状況

スピードスプレヤーのリース
導入による共同防除体制の構
築により、労働力の確保・調
整を図る。

生産コストの
10％以上の削
減
（10.0％削
減）

323千円
/10a

115.4%

　高性能な機械を導入し、作業精
度と作業効率の向上及び遊休農地
等の集積による規模拡大を行うこ
とで、目標達成を実現した。

　導入した高性能なトラク
ター等により、作業効率が
向上し、面積も拡大し生産
コストが削減された。
　今後も露地野菜産地を維
持するために、栽培面積拡
大を今以上に進める必要が
ある。

R1評価済み

三戸町
農業再
生協議
会

1-
14-2

三戸町
大舌地
区

ながいも

農業機械の大型化や作業の
機械化により面積拡大と省
力化を図り生産コストを削
減

生産コスト
の10％以上
の削減
（10.7％削
減）

180,452円
/10a

2.0 －
161,178円

/10a
3.2 －

161,137円
/10a

3.2 －

　産地の農業者の確定
申告データと作業日誌
により10a当たりの生産
コストを算出

100.2%

　生産コストのほか、面積、出荷
量も目標を達成した。

　導入した高性能なトラク
ター等により、作業効率が
向上し、面積も拡大し生産
コストが削減された。
　今後もながいも産地を維
持するように関係機関が連
携し支援する必要がある。

R1評価済み

黒石市
農業再
生協議
会

1-
07-1

黒石市
沖揚平
中野地
区

野菜
（レタ
ス、ハ
クサ
イ、
キャベ
ツ）

高性能な機械の導入によ
る、作業精度と作業効率の
向上及び遊休農地等の集積
による規模拡大により、
10a当たりの生産コストを
削減

生産コスト
の10％以上
の削減
（10.1％
減）

367,163円
/10a

28,700

収支帳簿等より算出（現
状は県経営指標を計上）

132.0%

　導入機械を用いてコスト削減の目標
を達成できた。

　導入した乗用管理機により省
力化が図られ、生産コストが削
減された。
　今後はにんにく産地を維持す
るために、にんにくの栽培面積
の目標を達成するように関係機
関が連携し指導する必要があ
る。

R1評価済み

三戸町
農業再
生協議
会

1-
14-3

三戸町
別当沢
地区

にんにく
規模拡大、作業の省力化を
図るためのトラクター、乗
用管理機、収穫機の導入

生産コスト
の10％以上
の削減
（10.1％削
減）

407,151円
/10a

1.0 7,181
366,029円

/10a
1.5 11,758

364,654円
/10a

1.5 11,516

　産地の農業者の確定
申告データと作業日誌
により10a当たりの生産
コストを算出

農作業の自動化により面積拡
大と省力化を図り生産コスト
を削減

生産ｺｽﾄの
10％以上の削
減
（10.2％削
減）

161,137円
/10a

3.2

18.0 －
85,717円

/10a
119.0 －

85,707円
/10a

17.7 －

　移植栽培と直播栽培を
作業日誌及び確定申告
データで分離し、10a当り
生産コストから算出す
る。

103.3%

　省力化及び面積拡大により、単
位コストの削減目標を達成した。
今後は、グローバルＧＡＰ取得等
の高付加価値販売に取り組む意向
なので、引き続き支援に取り組
む。

　導入したトラクターや乗
用管理機により作業効率が
向上し、面積拡大しつつ生
産コスト低減の成果目標を
達成できた。
　要因は、グローバルGAPを
意識した効率的な作業の実
施及びコスト意識による。
　今後は高付加価値化に向
けて、関係機関一体となり
指導していく。

R1評価済み
R2評価済み

三戸町農
業再生協
議会

1-14-
6

大舌 ながいも

田子町地
域農業再
生協議会

1-16-
1

田子町上
野地区

にんにく

生産コストの削減を図るた
め、農薬散布を従来の手散布
から乗用管理機に代え、作業
の軽減や時間短縮、面積拡大
を行うとともに、土壌診断に
基づき過剰施肥を低減

生産コストの
10％以上の削
減
（10.0％削
減）

646,197円
/10a

3.1
21,700

(700kg/10a)
581,577円

/10a
7.6

53,200
(700kg/10a)

560,885円
/10a

4.1

100.1%

　平成29年度から年2～3回、取組主体
に対し湛水直播栽培の優位性と栽培上
のポイント等の指導を行ってきた。ま
た、本指導時には、併せて直播栽培の
生産コストの把握方法を指導し、生産
コスト低減を阻害する要因の洗い出し
も行った。
　その結果、令和２年度に目標を達成
した。
　達成した要因を解析した結果、物材
費並びに労働費の低減が大きく、減価
償却費は依然として目標を上回ってい
ることが判明した。また、取組面積
は、目標を満たしていなかった。
　これらのことから、今後は、生産コ
ストの一層の低減のため、新規の資本
装備の抑制と湛水直播栽培の優位性を
生かした取組面積の拡大を引き続き指
導していくこととする。

　高性能な直播田植機等の導入
により生産コストが低減され、
成果目標を達成することができ
た。
　要因は、機械導入により物材
費と労働費が低減したことによ
る。
　今後は、物材費及び労働費の
一層の低減に努めるとともに、
新規の機械導入を抑制して減価
償却費の増加を防ぐなどのコス
ト低減に努めるよう指導する。
また、取組面積が目標を満たし
ていないため、面積拡大の抑制
要因である雑草防除を効果的に
実施できる栽培体系を構築する
よう指導する。

R1評価済み
R2評価済み
R3再評価

つがる市
地域農業
再生協議
会

1-21-
1

つがる市
つがるに
しきた超
低コスト
稲作実施
地区

水稲
(直播)

高性能な直播田植機等の導入
により、取組面積を拡大して
10a当たりの生産コストの10％
以上の削減を実現する。

生産コストの
10％以上の削
減
（10.6％削
減）

95,833円
/10a

70,000 144,760円/10a 91.1%

　自動操舵による労働力削減により雇
用費を抑えることができており、目標
をおおむね達成した。
　面積目標については、未達であり今
後面積拡大に向けての支援を行ってい
く。

R4評価　自動操舵システムの導入によ
り、効率的な作業体系に改善で
きたことで、人件費や肥料費等
の削減につながったことで、お
おむね目標を達成できたが、面
積拡大については目標未達と
なった。
　今後も面積拡大に向けて、農
地中間管理機構等を活用して農
地拡大を図れるように支援して
いく。

3.4 74,600 146,225円/10a 3.2 90,979

産地の農業者の確定申告
データと作業日誌により
10a当たりの生産コストを
算出

－
375千円
/10a

10.9

生産者の農業者の確定申
告データより10a当たりの
生産コストを算出

-157.6%

黒星病等のまん延防止に係る生産コス
トの増大と農薬肥料等の価格上昇があ
る中、取組目標を達成できるよう、経
費削減意識をしっかり持ちながら、経
営の最適化を図る必要がある。

R1評価済み
R3改善状況

黒星病の影響に伴う防除に関す
る生産コスト増大と農薬肥料等
全体的な価格の上昇もあり、コ
スト増の大きな要因となってお
り、成果目標の達成には至らな
かった。
病害虫防除に必須となる薬剤・
燃料価格の高騰により経費削減
し難いからこそ、削減可能な経
費の見直しを行い、耕種的防除
と農薬散布とを併せた効率的な
病害虫防除対策を実施するよ
う、引き続き指導する。

－ 329,031円/10a 103

産地の農業者の確定申告
データから10a当たりの生
産コストを算出



H27 ha － R2 ha － R2 ha －

H27 ha － R2 ha － R2 ha －

H27 R1 ha R1 ha

H27 ha － R2 ha － R2 ha －

H27 ha － R2 ha － R2 ha －
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事後評価の検証方法(※定量的な
検証ができること。)

達成率（％） 地域協議会等の評価 都道府県の評価 備考

出荷量

面積 生産量又は  価格(販売単価) 事業実
施前年

度出荷量

地域(県又は国を含む)
の価格(販売単価)

補正係
数

価格補正
後の実績

取組内容

成果目標

生産コスト生産量又は  価格(販売単価) 年度

出荷量

地域協
議会名

整理
番号

地区名 対象作物
 価格(販売単価)面積 生産量又は

現状 目標 実績

年度 面積

スマート農業推進枠

年
度導入・定着の取組

の実施内容

生産コスト生産コスト 年
度 目標年度

東北町地
域担い手
育成総合
支援協議
会

1-33-
1

長久保地
区

露地野菜
（ながい
も、だい
こん、ご
ぼう、に
んにく、
にんじ
ん、きゃ
べつ）

高性能機械の導入による作業
効率の向上、規模拡大に伴う
中心的経営体への集積、栽培
マニュアルに基づく施肥管理
の徹底を推進することによ
り、生産コストの低減を図
る。

生産コストの
10％以上の削
減
（10.8％削
減）

549,802円
/10a

合計
58.0

ながいも
20.3

ごぼう
10.3
大根
8.8

にんじん
0.5

にんにく
17.7

キャベツ
0.4

－
490,682円

/10a

合計
66.1
なが
いも
23.1
ごぼ
う

11.8
大根
9.0
にん
じん
0.5
にん
にく

－
399,052円

/10a

合計
68.7

ながいも
27.1

ごぼう
9.3
大根
5.4

にんじん
0.8

にんにく
22.9

キャベツ
2.6

たまねぎ

－

【現状】主要作物の技
術・経営指標（平成27年9
月青森県農林水産部）に
より生産コストを算出。

【評価】農業者の確定申
告書及び作業日誌から、
農業経費、農業時間から
の人件費を算出したのち
耕作面積で割り10a当たり
の生産コストを算出し検
証する。

255.0%

　輪作体系の取組みにより一部品目で
の目標面積は下回っているものの、産
地全体の作付面積は目標値を上回って
いる。
　また、取組主体ごとにみても全員が
目標を達成できており、取組の効果が
表れていると評価できる。
　産地全体でのコスト削減目標も達成
できており、高能率機械導入により作
付面積及びコストの低減効果みられて
いると評価できる。

　高性能な農作業機械の導入に
より生産コストが低減され、成
果目標を達成することができ
た。
　要因は、機械導入により産地
全体の作付面積が目標値を上回
り、物材費等のコストも低減し
たことによる。
　今後も、事業効果が継続して
産地が維持されるよう、より一
層の栽培技術向上に向けて指導
する。

R3評価

　作付面積に関しては、規模拡大が進
み、産地全体として達成していること
から、生産コストの低減につながっ
た。
　機械導入による面積拡大により産地
全体として目標を達成していることか
ら、目標が達成できない取組主体につ
いては、導入機械を活用した面積拡大
をすすめる。

　産地全体として、高性能機械
の導入による生産コストの低減
効果が現れている。
　要因は、事業で導入した省力
機械と栽培マニュアルに基づく
徹底した栽培コストの削減に取
り組んできたことによる。
　今後は、取組主体によって
は、面積拡大の目標に達してい
ないため、面積が拡大するよう
指導していく。

R2評価済み

東北町地
域担い手
育成総合
支援協議
会

1-33-
2

外・内蛇
沢地区

露地野菜
（ながい
も、ごぼ
う、にん
にく、だ
いこん、
にんじ
ん、キャ
ベツ）

高性能機械の導入による作業
効率の向上、規模拡大に伴う
中心的経営体への集積、栽培
マニュアルに基づく施肥管理
の徹底を推進することによ
り、生産コストの削減を図
る。

生産コストの
10％以上の削
減
（10.5％削
減）

460,018円
/10a

合計
38.8

ながいも
17.4

ごぼう
5.5
大根
2.9

にんじん
0.5

にんにく
11.5

きゃべつ
1.0

－
411,808円

/10a

合計
46.1
なが
いも
20.1
ごぼ
う
7.1
大根
3.5
にん
じん
1.0
にん
にく
12.9
きゃ
べつ

－
390,679円

/10a

合計
50.1

ながいも
24.2

ごぼう
4.9
大根
0

にんじん
1.3

にんにく
17.9

きゃべつ
1.8

－

【現状】主要作物の技
術・経営指標（平成27年9
月青森県農林水産部）に
より生産コストを算出。

【評価】農業者の確定申
告書及び作業日誌から、
農業経費、農業時間から
の人件費を算出したのち
耕作面積で割り10a当たり
の生産コストを算出し検
証する。

合計
46.1

ながいも
11.9

ごぼう
16.4

にんじん
10.9

にんにく
6.9

－
452,881円

/10a

合計
51.3
なが
いも
13.5
ごぼ
う

16.9
にん
じん
12.8
にん
にく
8.1

－
324,793円

/10a

合計
50.9

ながいも
14.0

ごぼう
17.3

にんじん
12.8

にんにく
6.9

－

【現状】主要作物の技
術・経営指標（平成27年9
月青森県農林水産部）に
より生産コストを算出。

【評価】農業者の確定申
告書及び作業日誌から、
農業経費、農業時間から
の人件費を算出したのち
耕作面積で割り10a当たり
の生産コストを算出し検
証する。

143.8%

　輪作体系の取組みにより一部作物が
他の作物へと置き換わるところもみら
れるが、産地全体の目標面積は達成さ
れておりコスト削減目標も産地全体で
達成されていて非常に成果がみられる
と評価できる。
　取組主体ごとにみると、一部で面積
拡大目標を達成できなかったものがい
るがそれ以外は目標達成しいる。
　達成できなかったものは今後面談等
を通し計画の再確認と導入機械の効率
的な利用方法等を再検討しつつ今後目
標達成に向けてフォローしていく。

　高性能な農作業機械の導入に
より生産コストが低減され、成
果目標を達成することができ
た。
　要因は、機械導入により産地
全体の作付面積が目標値を上回
り、物材費等のコストも低減し
たことによる。
　今後も、事業効果が継続して
産地が維持されるよう、より一
層の栽培技術向上に向けて指導
する。

R3評価

東北町地
域担い手
育成総合
支援協議
会

1-33-
3

東北町野
田頭・萠
出地区

露地野菜
（ながい
も、だい
こん、ご
ぼう、に
んにく、
キャベ
ツ）

高性能機械の導入による作業
効率の向上、規模拡大に伴う
中心的経営体への集積、栽培
マニュアルに基づく施肥管理
の徹底を推進することによ
り、生産コストを削減

生産コストの
10％以上の削
減
（11.5％削
減）

372,385円
/10a

329,392円
/10a

99.6
289,765円

/10a
105.8 －

【現状】主要作物の技
術・経営指標（平成27年9
月青森県農林水産部）に
より生産コストを算出。

【評価】農業者の確定申
告書及び作業日誌から、
農業経費、農業時間から
の人件費を算出したのち
耕作面積で割り10a当たり
の生産コストを算出し検
証する。

192.2%

332.9%

　産地全体の面積拡大目標は徐々に拡
大傾向にあるものの達成できていな
い。今後取組主体と面談等を通し面積
拡大を進めていく。
　コスト削減目標については、高能率
機械導入により大幅なコスト削減とな
り目標達成できている。今後も同様に
取組みを継続しいただきたい。

　高性能な農作業機械の導入に
より生産コストが低減され、成
果目標を達成することができ
た。
　要因は、機械導入により物材
費等のコストが大幅に低減した
ことによる。
　今後は、より一層のコスト低
減に努めるとともに、目標とす
る産地全体の作付面積を達成す
るよう、中間管理機構等の活用
や離農者等からの農地集積など
面積拡大に向けて指導する。

R3評価

六ヶ所村
農業再生
協議会

1-34-
1

六ヶ所村
地区

露地野菜
（長芋、
ごぼう、
大根、に
んじん、
にんに
く、たま
ねぎ）

高性能機械の導入による作業
効率の向上と農地の集約、栽
培マニュアルに基づく施肥管
理の徹底により栽培コストの
生産を図る。

生産コストの
10％以上の削
減
（11.1％削
減）

309,263円
/10a

765.9 －
275,064円

/10a
851.7 －

254,238円
/10a

930.0 －

　農業者の青色申告決算
書等から所得を算出し検
証する。

160.9%

　機械導入による作業効率の向上と農
地の集約により目標を達成した。

　高性能な農作業機械の導入に
より生産コストが低減され、成
果目標を達成することができ
た。
　要因は、機械導入により作業
効率が向上して労働コストの削
減が図られたほか、施肥管理の
徹底により栽培コストが低減し
たことによる。
　今後も、事業効果が継続して
産地が維持されるよう栽培技術
等について指導する。
　なお、目標未達成者は、H31
年のごぼうの価格低下によりR2
の作付を中止したので、目標達
成に向け、輪作や作付品目の構
成等について指導していく。

R3評価

東北町地
域担い手
育成総合
支援協議
会

1-33-
4

虫神地区

露地野菜
(ながい
も、ごぼ
う、にん
じん、に
んにく)

高性能機械の導入による作業
効率の向上、規模拡大に伴う
中心的経営体への集積、栽培
マニュアルに基づく施肥管理
の徹底を推進することによ
り、生産コストの削減を図
る。

生産コストの
10％以上の削
減
（10.8％削
減）

507,871円
/10a

青森市地
域農業再
生協議会

1-01-
1

ミニトマ
ト部会青
森支部地
区

施設野菜
（ミニト
マト）

ミニトマトの品質向上及び収
量増加の取組により販売額の
増加を図るため、2段換気資
材、養液土耕栽培システムを
導入し、パイプハウスを新設
し、産地全体で初夏摘房及び
葉面散布の徹底を実施する。

販売額の10％
以上の増加
（10.0%増
加）

3,140,975円
/10a

1.995 91,127 687.6 －
3,455,197円

/10a
2.163 108,685 687.6 －

3,376,818円
/10a

2.24 127,951 591.1 － 697 669 1.042
3,518,645

円
/10a

　現状値販売額及び目標年度販売額
を栽培面積で除して10a当たり販売
額を算出する。

120.2%

　産地の取組が着実に実施されたことにより、
販売額が10％以上増加し、目標を達成した。
　引き続き、市や農協等の関係機関と連携し、
生産支援等を行っていく。

　パイプハウスの新設による作付面積の拡大や
２段換気資材等の導入により、収量増加と品質
向上が図られたほか、初夏摘房や葉面散布実施
により、価格が高い時期の収量が増加し、成果
目標を達成することができた。
　要因は、産地全体で成果目標の達成に向けた
上述の取組を計画的に実施してきたことによ
る。
　今後も、事業効果が継続して産地が維持され
るよう講習会や個別巡回を通して栽培技術を指
導する。
　なお、目標未達成者は、労働力不足により出
荷形態を変更したことから、労働力確保に向け
た取組を進めるなど、販売額向上に向けた支援
等を進めていく。

R3評価

弘前市担
い手育成
総合支援
協議会

1-06-
2

弘前市千
年地区

水稲

中心的経営体による良食味新
品種「青天の霹靂」及び県産
米の産地形成の推進や刈取適
期の徹底と食味向上のために
高性能コンバインのリース導
入

販売額の10 ％
以上の増加
（10.1%増
加）

87,460円
/10a

62.0 159,968 155.3 －
96,314円

/10a
62.0 353,380 169 －

123,721円
/10a

111.8%

　水稲の産地確立・拡大に向けて、今後も意欲
的に取り組むことを期待する。

51.85 301,850 212.5 －
13,000
11,582
11,787

　導入した高性能なコンバインの効果により適
期刈取りが徹底され、品質の向上が図られたこ
とから販売額の向上につながり、成果目標は達
成している。
　しかし、目標の面積には到達していないた
め、今後とも需要に応じた生産を推進しつつ、
農地集約や作業受託等による面積拡大を進めて
いく必要がある。

R1評価済み
R2評価済み

「地域(県又は国を含
む)

の価格(販売単価)」欄
～「補正係数」欄の数
値は、上から順に青天
の霹靂、つがるロマ
ン、まっしぐら。

価格補正後の実績はそ
れぞれの足し上げによ

り算定。

ひろさき
農業総合
支援協議
会

1-06-
6

相馬地区
トマト
(露地栽
培)

15,600
15,057
14,807

0.833
0.769
0.796

97,358円
/10a

　産地の農業者の農協売上データに
より10a当たりの販売額を算出

　作付面積が0.03haで販売実績はゼロであり、
成果目標は未達成である。ほ場の排水条件が悪
く、裂果等により販売可能なものが収穫できず
成果目標を達成することができなかった。
　加工用トマトから露地栽培の生食用トマトへ
の転換により販売金額の増加を目指していた
が、露地栽培の生食用トマト栽培は技術的難易
度が高く、販売可能なトマトの生産ができな
かった。また、農地中間管理事業等を活用し、
耕作放棄地等を主体とした未利用農地の集積に
よる栽培面積の拡大を計画していたが、農地の
集積もできなかった。今後、露地栽培のトマト
生産を継続していくことは、生産に伴う累積赤
字の増加に繋がるため、今後は、トマト生産か
ら撤退し、令和４年度から事業を廃止する。

R1評価済み
R3改善状況

トラクターや各種アタッチメ
ントの導入により作業効率を
向上させ、加工用トマトから
生食用トマトへの転換を可能
にするとともに、面積の拡大
による出荷量の確保を行い販
売額の増加を図る。

販売額の10％
以上の増加
（13.9%）

72,864円/10a 5.4 89,424 44 - 83,000円/10a 20 83,000 200 - 0円/10a

弘前市
担い手
育成総
合支援
協議会

1-
06-7

弘前市
百沢地
区

そば

そばの産地として、栽培面
積と単収を上げて販売額
10%以上の増加に取り組む
ため、トラクター、ストー
ンクラッシャー、播種機の
リース導入

販売額の
10％以上の
増加
（54.5%増
加）

1,767円
／10a

30.3 2,030 21,416 －
2,730円
／10a

－40 3,105 21,416 －
3,346円
／10a

20.4 －

　事業者の販売実績により10a当
たりの販売額を算出して確認す
る。

164.0%

　引き続き収量や品質の維持や、栽培から販
売までの計画的な運営に努め、産地の振興に
寄与していただきたい。

　導入した高性能なトラクター等の導入効果
により作業効率が向上し生産量が増加したた
め、成果目標は達成している。
　しかし、目標の面積には到達していないた
め、今後は、栽培に適した地区内の農地取得
を促し、面積拡大に取り組んでいく必要があ
る。3,510 8,750 － －

R1評価済み
R2評価済み

－

2,160 2,106 －

　令和3年産は、10月に導入した小型コンバイン
1台のみ稼働し、他のトラクター、大型コンバイ
ンの導入は収穫後の2月となったため、令和4年
産より本格的に稼働する予定.
　令和４年産から本格的に稼働し補助事業の効
果がk期待されることから、成果目標が達成でき
る見込みである。

R3実施状況

前回活用した産地パ
ワーアップ事業の成果
目標の達成年度が令和
元年であるため、達成
年度の販売単価を現状

値とした。
（参考：R1販売単価

3,346円/10a、R2販売単
価649円/10a）

－ － －

　出荷伝票や申告書類などの、出荷
量と販売実績を確認できる書類によ
り検証

-247.0%

　令和3年産の作業に機械導入が間に合わず、既
存機械の故障等による作業の遅れもあり、作付
面積、収量等が減少した。令和４年産から本格
的に稼働し補助事業の効果が発揮されることか
ら、成果目標が達成できる見込みである。

弘前市
担い手
育成総
合支援
協議会

1-
06-7

弘前市百
沢地区

そば

トラクター１台及びコンバイ
ン２台を導入することで生産
技術を向上させ、適期収穫に
よりそばの品質を上げること
で、単価15%以上の増加を図る

販売額の15%
以上増加 3,346円/10a 20.4 3,510 3,346 3,848円/10a 20.4 4,037

0.0288 0 0 - 288 300

3,848 2,106円/10a 18.8

0.96 0円/10a

事業者の販売額をもとに、10ａ当た
りの販売額を算出

-718.9%

　ほ場の排水条件が悪く、商品となる品質のト
マトの生産ができなかったほか、栽培に適した
農地の取得ができず、作付面積及び販売実績と
もに成果目標を達成することができなかった。
　今後は、取組主体がトマト生産から撤退する
ため、令和４年度から事業を廃止する。
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円
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g

円
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H28 ha kg
円
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H30 ha kg
円
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g

R3 ha kg
円
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kg kg

ひろさき
農業総合
支援協議
会

1-06-
8

藤代
・船沢
・高杉
地　区

大豆

ひろさき
農業総合
支援協議
会

2-06-
1

悪戸・
イーエム
地区

果樹
（りん
ご）

16,285円/10a 91.6 127,428 117.1 - 15,270円/10a

小麦から大豆への転換による
作付拡大を行い、高品質な大
豆の適期収穫を図るため、高
性能な普通型コンバインを導
入する。

販売額の10%
以上の増額
（19.9%の増
額）

13,584
円/10a
(H27)

91.6 117,928 105.5

弘前市担
い手育成
総合支援
協議会

2-06-
6

弘前市田
村・森山
地区

果樹
（りん
ご）

集出荷貯蔵施設や農産物処理
加工施設の整備による販売単
価の高い時期の出荷やりんご
の高付加価値化により販売額
を増加
スピードスプレヤーのリース
導入による適期防除と適期作
業の励行による高品質りんご
の生産により販売額を増加
弘前シードル研究会（構成
員：りんご生産者、酒造事業
者、試験研究機関、行政等）
の活動を強化し、シードルの
認知度向上・消費拡大

販売額の10％
以上の増加
（10.0%の増
加）

719,973円
/10a

29.736
524,406円

/10a
576,847円

/10a
686,134円

/10a

　産地の農業者の販売実績から10a
当たりの販売額を算出

719,973 － 222 233 0.95333.0

中野田代
平地区

果樹
（りん
ご）

果樹
(りんご)

浅瀬石
地区

2-07-
1

（ＪＡ津
軽みらい
黒石地区
果樹産地
協議会）
黒石市果
樹産地協
議会

水稲黒石地区
1-07-
2

黒石市農
業再生協
議会

平川市農
業再生協
議会

2-08-
1

平川市広
船そと川
地区

果樹
（りん
ご）

（ＪＡ津
軽みらい
黒石地区
果樹産地
協議会）
黒石市果
樹産地協
議会

2-07-
2

集出荷貯蔵施設（冷蔵庫）の
導入により、高品質りんごの
長期安定出荷による有利販売
で販売額が増加

販売額の10％
以上の増加
（10.1%増
加）

541,000円
/10a

12.2 － 66,090 －
596,000円

/10a
13.3 － 79,354 －

624,386円
/10a

12.2 － 76,175 － 209 215 0.972
606,903円

/10a

　取組主体の確定申告書データ及び
産地の農業者の出荷伝票により算出

119.8%

　今後も効率的・計画的出荷により、販売額の
増加に取り組む。

　冷蔵庫の導入により計画的な出荷・販売が可
能となり、成果目標を達成できた。
　要因は台風被害がほとんどなく、顧客ニーズ
に対応した長期、安定販売により販売額の向上
につながった。
　当該産地の必要な情報等を提供するなど、販
売額の増加が継続するよう支援する。

R1評価済み

藤崎町担
い手育成
総合支援
協議会

2-10-
1

林崎防除
地区

果樹
（りん
ご）

減農薬栽培、交信かく乱剤設
置効果増進・商品化率向上に
向けた高性能スピードスプ
レーヤー導入、エコファー
マー認証取得推進、高付加価
値りんごのブランド化

販売額の10％
以上の増加
（10.0%増
加）

559,810円
/10a

39.7 － 559,810 －
615,885円

/10a
45.6 －

615,885円
/10a

－
674,059円

/10a
40.0 － 674,059 － 209 215 0.972

655,185円
/10a

　産地の生産者の実績年分確定申告
データを元に算出

170.1%

　栽培及び防除体制強化等への取組みにより、
高品質りんご生産が構築され、産地の収益性が
向上したため目標が達成された。今後も取組内
容の強化と継続を指導。

　最新のスピードスプレヤーの導入により散布
効率が向上し、適期散布が可能となり、成果目
標を達成できた。
　要因は台風被害がほとんどなく、黒星病の発
生も抑えきれたことやりんごの付加価値を高め
る取組を継続が、販売額の向上につながった。
　当該産地の必要な情報等を提供するなど、販
売額の増加が継続するよう支援する。

R1評価済み

大鰐町農
業再生協
議会

1-11-
1

大鰐町 大豆
高性能機械の導入により、適
期に作業を実施し、単収を向
上

販売額の10％
以上の増加
（10.8%の増
加）

8,359円
/10a

23.5 31,050 3,802 -
9,261円
/10a

25.0 34,020 4,560
11,298円

/10a
31.7 60,960 3527 － 8,498 9,989 0.851

9,615円
/10ａ

　農事組合法人及び個人の大豆販売
における収入額をもとに、10aあた
り販売額を算出

139.2%

　虫害に対する防止策の効果的実施と、収穫時
期の調整により、汚損粒及び虫害粒の大幅な減
少を達成した。また、面積拡大と適切な圃場管
理の実施により、10aあたりの単収増を実現し
た。R1年度は少雨等によるしわ粒が多くみられ
たことから、次年度より必要な措置による質向
上を期待する。

　導入した高性能なコンバイン等により作業効
率が向上し、栽培面積を拡大できたほか、成果
目標も達成することができた。
　要因は、初年度の反省を踏まえた栽培管理及
び収穫日の改善により収量の大幅な増加を実現
できたことによる。
　今後は、導入機械を有効に活用しながら、湿
害対策や病害虫防除を行い、経営面積の拡大や
品質の向上に引き続き取り組んでいくよう指導
する。

R2評価済み

三戸町農
業再生協
議会

1-14-
1

三戸町斗
内・三戸
地区

ねぎ

育苗ハウス導入に伴うそばか
らの転換及び、乗用管理機の
導入に伴う面積拡大、きめ細
やかな栽培管理による販売額
の増加

販売額の10％
以上の増加
（27.4%増
加）

944,304円
/10a

3.0 － － －
1,203,333円

/10a
4.5 － － 361 0.806

1,199,669
円

/10a

　産地の農業者の確定申告データと
出荷データより10a当たりの販売額
を算出

－
1,488,423円

/10a
4.0 146,940 405 － 98.6%

　個人毎には目標を達成したが、地域全体では
価格補正によりわずかに未達成となったもの。
　今後は達成見込み。

　取組主体は、目標値を達成しているが、地域
全体では未達のため、早期に目標面積を達成す
るように指導する。

R1評価済み

三戸町農
業再生協
議会

1-14-
4

猿辺 にんにく

291

0.926
790,656円

/10a

　出荷データ及び帳簿等により10a
当たりの販売額を算出

1,715 1,852

-

令和2評価済み
令和3改善状況

(令和３年産大豆の販売
額が確定していないた
め、令和２年産大豆の

実績を記載。)

①良食味新品種「青天の霹
靂」の産地形成推進
②極良食味米の安定生産に向
けた適期内作業等の技術確立
③適期作業の徹底に向けた高
性能機械の導入
④食味向上を目指した乾燥調
製施設の導入

販売額10%増
(10.2%増)

まっしぐ
ら
11,582
つがるロ
マン
11,787
青天の霹
靂
13,000

　産地の農業者の確定申告データに
より10a当たりの販売額を算出

-355.1%

　今後もきめ細やかな生産指導を行うことで、
ブランド米として安定的な取引価格を維持して
いる「青天の霹靂」の作付拡大を図る。また、
コロナ禍で活動が制限される中、リモートやSNS
等を駆使して販路拡大によるリスク分散、実需
者との安定取引の拡大に取り組むことで所得向
上に繋げる。

　青天の霹靂の作付面積割合を増やすことによ
る販売額の増加に取り組んだが、新型コロナウ
イルス感染拡大に伴う全国的な需要の減少及び
過剰供給が、まっしぐらやつがるロマンの大幅
な価格低下に繋がり、全体的に販売額が減少し
た。
　新型コロナウイルス感染症や少子、高齢化に
よる需要の減少が見込まれる中でも価格を維持
していくため、良質米の安定生産に向けて、気
象条件に応じた適正な肥培管理や水管理、病害
虫の防除をはじめ、適期刈取りといった基本技
術の励行を徹底するなど関係機関が一体となっ
た指導活動を実施する。

令和2評価済み
令和3改善状況

R2評価済み

　産地の農家の確定申告データ等に
より、
10a当たりの販売額を算出

-75.5%

　農地中間管理事業等を活用し、地域内の農地
取得等に努め、作付面積の拡大と団地化による
作業効率の向上を図る。
　基本技術の励行による適切な雑草管理を行う
とともに栽培ほ場への明渠の設置や用排水等の
整備による湿害対策の徹底により収量及び品質
向上に努め、早期に目標を達成すること。

　除草剤散布による雑草防除と深耕による排水
対策に取り組んだが、除草剤散布時期の遅れや
耕起深度が十分確保できなかったため、品質及
び収量が低く、設定した販売金額を達成できな
かった。作付面積については、小麦から大豆へ
の転換が進まなかったため、目標作付面積を達
成できなかった。
　基本技術の励行による適切な雑草管理や湿害
対策の徹底により収量及び品質向上に努めると
ともに、栽培面積が少ない状況にあることか
ら、面積拡大を図りながら販売額を向上させる
ため、実需者ニーズの把握を的確に行い、需要
に応じた生産を徹底するよう関係機関が一体と
なって指導活動を展開する。

まっしぐ
ら
10,870
つがるロ
マン
11,395
青天の霹
靂
15,100

まっしぐ
ら
1.066
つがるロ
マン
1.034
青天の霹
靂
0.861

72,927円
/10ａ

R1評価済み
R3改善状況

0.963
672千円
/10a

　有限会社イーエム総合ネット弘前
の販売実績より10a当たりの販売額
を算出

83.9%

　栽培管理による収穫量の増加と秀品率の向上
及び営業活動による販売単価・販売総額の上昇
による目標達成を期待する。

R1評価済み
R3改善状況

　栽培管理により秀品率が向上し、市場販売の
ほかふるさと納税返礼品としての販売成果を出
すことができたものの、成果目標の達成には至
らなかった。
　今後も高品質りんごの栽培にむけた適正防除
等適正な栽培管理を指導する。

1.023

　令和2年度は土壌病害が発生したので、令和3
年度は作付場所を変更し、収量と販売額を増や
すことができたが、目標を到達できなかっ
た。。
　今後は安定収量を維持しつつ、良品質生産に
向けて関係機関が一体となり指導する必要があ
る。

R1評価済み
R3改善状況

　農業者の減少と高齢化が深刻化しており、生
産量及び栽培面積が減少傾向にある。成果目標
を達成することができなかった。令和3年は天候
が収量に与える影響が大きかったことから、今
後は、適正な病害虫防除策を徹底し、高品質り
んごの生産に努めるよう、指導していく。

R2評価済み
R3改善状況

886,180 335.55 209 21743.2

72,246,078 209 217 0.963
427,352円

/10ａ

　産地の農業者の確定申告データに
より10a当たりの販売額を算出

102.2%

　引き続き、耕種的防除及び薬剤散布の適期防
除等きめ細かな指導を行うことにより、高品質
りんごの安定生産が図られ、所得の向上に繋が
るものと考える。

　天候による影響で例年より高値で取引され、
販売額の成果目標を達成することができた。
今後はより一層栽培管理の徹底により、天候や
病害虫の影響に左右されない高品質りんごの安
定生産を図り、事業効果が継続して産地が維持
されるよう栽培技術を指導する。

乗用にんにく植付機の導入に
よる水稲からにんにくへの作
付転換と、省力化に伴うきめ
細やかな栽培管理の徹底によ
る販売額の増加

販売額の10％
以上の増加

(10.3％増加)

1,006,200円
/10a

1.0 3,600 1,450 -
1,110,182円

/10a
1.1 4,900 1,450 -

859,087円
/10a

0.8 7,367 933 -

11.0 －

688千円/10a

・販売金額計
　
297,358,529
円
①ふるさと納
税分
　
105,507,200
円
②それ以外の
分
　
191,851,329
円

現在８ある共同防除組織を1つ
の共同防除組織に集約し、ス
ピードスプレヤーのリース導
入で作業効率が改善され適期
作業が行われることで、高品
質なりんごの生産が可能とな
り販売額を増加

販売額の10％
以上の増加
（10.0％増
加）

652,515円
/10ａ

113 －

308.4%

　加工品の新商品開発や積極的な販路開拓、ま
た未活用資源だった摘果りんごを主原料とした
シードルの開発などで販売額を伸ばすことがで
きており、今後もさらなる販売額増加への取組
を期待する。

　最新のスピードスプレイヤーの導入により散
布効率が向上して適期散布が可能となり、成果
目標を達成できた。
　要因は、全国的な生果の生産量不足に伴い高
値販売できたことや、加工品の新商品開発や販
売展開を積極的に行ったことによる。
　今後とも事業効果が継続し、産地が維持され
るように指導する。

76.0 85,140 136.3

氷温冷蔵庫や選果機等の設備
を持った集出荷貯蔵施設の整
備、栽培面積拡大に向けた効
果的な防除・除草作業のた
め、スピードスプレヤー・乗
用草刈機のリース導入

販売額の10％
以上の増加
（10.0%増
加）

620千円
/10a

15.1 371,920 251,60 －
682千円
/10a

42.0 1,290,000 222.05 －

- 9,034

628,049/10
ａ

　産地の農業者の確定申告データに
より10a当たりの販売額

-37.4%

　果樹農業者の減少と高齢化が深刻化してお
り、農地集積・規模拡大が進んでいない状況に
ある。現状と同じ労働力、時間で規模を拡大す
るには若手の参入等、労働生産性の向上が急務
である。

11,952 0.756 11,544円
/10a

737,277 －
717,848円

/10ａ
140.0 － 1,004,987 －

613,929円/10
ａ

110 677,386 222 217

高性能なスピードスプレヤー
のリース導入により稼働台数
を削減し、生産者の労力削減
と作業効率が改善され適期作
業が行われることで、高品質
なりんごの生産が可能となり
販売額を増加。

販売額の10％
以上の増加
（10.0％増
加）

387,588円
/10ａ

42,634,686 －
426,500円

/10ａ
16.0 － 68,240,000 －

443,772円/10
ａ

16

-207.3%

　R2年度の土壌病害が発生したため、R3年度は
作付場所を変更した。その結果、R2年度よりは
収量、販売額共に増加が見られたものの、目標
には達しなかった。今後は、土壌診断に基づい
た土壌改良や緑肥作付による、新たな作付場所
の土づくりを継続して行うことにより、単収の
向上及び高品質生産に努めるよう指導する。
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　導入した高性能なトラクターやブームスプレ
ヤー等により各種作業の省力化が図られ、産地
としての販売額は成果目標を達成した。
　しかし、播種直後の水不足による生育不良に
より単収が上がらず、作付面積も現状より下
がっているため、今後は、目標面積を達成でき
るように、関係機関が連携し、農地中間管理事
業の積極的な活用などを通じて支援する必要が
ある。

R2評価済み

　令和２年度の実績を踏まえて、近年の気象変
動に対応する作業体系の見直しを図るため、栽
培方法を全て狭畦栽培にした。しかし、収穫時
期後半の長雨によって一部減収となったほ場も
あり目標達成には至らなかった。
　今後は、目標達成のため、排水対策の改善な
ど気象に的確に対応した栽培管理技術の励行を
指導する。販売価格は、年度により変動が大き
く、安定した所得の確保に至っていないため、
新たな契約先の開拓に努めるよう指導する。

R1評価済み
R3改善状況

高性能なトラクターの導入に
よる緑肥作物のすき込み、耕
起、除草、中耕・培土、収穫
作業等の時間の短縮に伴う作
付面積の拡大ときめ細やかな
栽培管理で高品質なだいこ
ん、にんじんの生産が可能と
なることにより販売金額の
10.0％以上の増加を実現す
る。

販売金額の
10％以上の増
加
(10.1％増加)

139,679円
/10a

100 2,455,867 56.9 －

9,150 0.988 17,490円/10a

　取組主体における農協の大豆の積
算書及び取引先の検査格付結果通知
から10a当たりの販売金額を算出す
る。

59.4%

　令和２年度の実績を踏まえて、近年の気象変
動に対応する作業体系の見直しを図るため、栽
培方法を全て狭畦栽培にした。しかし、収穫時
期後半の長雨によって一部減収となった圃場も
あり目標達成には至らなかった。また、目標達
成に向けて団地化推進や契約栽培先の開拓を実
施する予定であったが、コロナ禍によって商談
等が充分にできず、成果が得られなかったた
め、今年度も引き続き取り組む。

17,702円/10a 121.6526 282,840 4,568 9,043

　ねぎの機械導入により、作業の省力化が図ら
れ作付面積は拡大してきているものの、萎凋病
や軟腐病の発生や８月の急激な雨による首割れ
でのＡ品率の低下により販売額は目標達成でき
なかった。
明きょや暗きょによる排水対策の向上を図るほ
か、予防防除の徹底するなど栽培技術の向上に
係る指導を強化し、単収増加、Ａ品率の向上を
図り目標達成を目指す。

　7月下旬から8月上旬の高温により、萎凋病・
軟腐病が散見された。8月下旬以降の急激な雨に
より、肥大が進みすぎたため首割れが増加し、
Ａ品率が低下した。
　今後は、関係機関と連携し、単収向上に向け
た土づくりや気象状況に合わせた病害虫防除管
理など、栽培技術の向上に向け指導を強化す
る。面積目標が達成していない取組主体につい
ては、農地中間管理機構等を活用し、面積拡大
に向けて指導する。

R1評価済み
R3改善状況

大豆の高品質安定生産及び栽
培面積拡大に向けたは種機、
汎用コンバイン、乾燥調整用
機械の導入により販売金額の
10％以上の増加を実現する。

販売金額の
10％以上の増
加
(10.0％増加)

16,510円/10a 118 252,540 4,629

　販売先にあわせた選果基準を設けた事によ
り、通常より高値で販売出来たことと、幼木か
らの収穫が増えてきたことで、成果目標を達成
することができた。
　今後も、高品質りんご生産に向けた指導を行
う。

R3評価済み
R3改善状況

217 0.894
317,020円

/10a

　取組主体及び受益者の確定申告書
等、りんご関係の販売金額が分かる
関係書類を基に、10a当たりの販売
金額を算出し、現状値との比較によ
り検証する。

142.8%

　R2年の実績からみると目標には届いていない
がR元年度時点で目標を達成できているため、R2
年の実績は新型コロナによる影響も考えられる
ことから、おおむね目標は達成できている。

354,609円
　　/10ａ 17.8

りんご(生食
用)113,730kg

りんご(加工原
料用)

325,590kg

りんご加工品
17,860個

販売手数料収
入関係

28,337kg

りんご(生食用)
235円/kg

りんご(加工原料
用)

61円/kg

りんご加工品
592円/個

販売手数料収入関
係

13円/kg

－ 194－

304,478円
/10ａ

（りんご生食
用：116,346

円
/10ａ、りん
ご加工用：
114,397円

/10ａ、加工
品：73,007円
/10ａ、販売
手数料：728

円
/10ａ）

17.8

りんご(生食用)
91,900kg

りんご(加工原料
用)

329,000kg

りんご加工品
38,845個

販売手数料収入
関係

3,000kg

りんご(生食用)
225円/kg

りんご(加工原料
用)

62円/kg

りんご加工品
335円/個

販売手数料収入
関係

43円/kg

－

　面積の集約化は目標よりも進まなかった
が、安定した出荷量を確保したため、目標を
達成できている。今後、協議会としては、農
地中間管理機構の活用等を促し、より一層の
生産指導を徹底していく。

　導入したヘリコプターにより、作業効率が
向上し、面積も拡大し販売額では目標を達成
できた。
　目標の面積までは未達だが、現状を大幅に
上回っており、導入した機械の効果が現れて
いる。
　今後は、目標面積を達成できるように、関
係機関が連携し支援する必要がある。

R1評価済み

414.4%

　組合の確定申告データ、出荷デー
タ、販売データ等により10a当たり
の販売金額を算出する。

-169.0%

　目標達成に向けて、収量向上に向けた栽培管
理の指導、販路の拡大、また市場動向の予測・
注視し栽培計画を立てながら経営を行っていく
よう取組主体を指導する。

92 2,057,311 54.2 － － －
153,766円
/10a

140 3,505,000 61.4 － 115,879円
/10a

106,414円
/10a

2.3 20,130 120 － 154

契約栽培のため、価格
補正は行わない。
R1評価済み
R3改善状況

中心的な経営体の取組
面積１４０ha

　収穫量に見合った適正な人員配置等の経営努
力により、令和２年度と比較し反収及び販売金
額は増加したものの、大雪と厳寒の影響により
人参の掘り取り作業が難航したことに加え、寒
さに耐えられず腐敗した人参が多く出たことに
よる収穫量減少並びにコロナ禍による外食産業
の営業自粛の影響により、目標達成には至らな
かった。今後は、関係機関と連携し、栽培技術
の向上及び作業効率化に向け指導を強化する。

264 －
450,100円

/10a
22.4 490,000

三戸町農
業再生協
議会

1-14-
5

斗内・三
戸

ねぎ

五所川原
市農業再
生協議会

1-20-
1

金木町嘉
瀬地区

大豆

五所川
原市農
業再生
協議会

1-
20-2

五所川
原市一
野坪地
区、弘
前市十
腰内地
区、板
柳町夕
顔関地
区、鶴
田町廻
堰地区

大豆

大豆の高品質安定生産及び
栽培面積の拡大に向けた高
性能な産業用無人ヘリコプ
ターの導入及び耕起から乾
燥調製までの機械化一貫体
系の確立により販売金額の
10％以上の増加

販売額の
10％以上の
増加
（10.1%増
加）

4,320 －
12,048円

/10a
91.9 143,077 4,643 7,743 1.168

15,519円
/10a

　産地における取引先の大豆の
精算書及び検査格付結果通知か
ら10a当たりの販売金額を算出

－
13,287円

/10a
54.7 73,230 5,955 －

18,161円/10a 154 350,400 4,789

10,944円
/10a

4.0 6,080

乗用管理機とねぎ収穫機の導
入に伴う面積拡大及びきめ細
やかな栽培管理による販売額
の増加

販売額の10％
以上の増加
(10.0％増加)

1,526,588円
/10a

3.9 146,940 405 -
1,679,375円

/10a
4 150,500 446 -

1,213,009円
/10a

3.9 176,890 268 - 307 243 1.263 1,532,030

　出荷データ及び帳簿等により10a
当たりの販売額を算出

つがる市
地域農業
再生協議
会

1-21-
2

つがる市
ごしょつ
がる農協
ねぎ部会
地区

野菜
(ねぎ)

9,043

つがる市
地域農業
再生協議
会

1-21-
3

つがるに
しきた農
協つがる
野菜部会
ねぎ班地
区

野菜
(ねぎ)

ねぎ移植機、収穫機、根切
り・葉切り・皮剥機、選別機
の導入により、収穫時間及び
調整時間を短縮し、作付面積
の拡大やきめ細かな栽培管理
が可能となり、販売金額の増
加を実現する。

266

販売額の10％
以上の増加
（347.2％増
加）

100,642円
/10a

22.4 487,776 －
583,335円

/10a
28.26 578,183 285 － 308

－－
804,357円

/10a
11.5 323,150 286

ねぎ収穫機とねぎ皮剥機の導
入により、収穫時間及び調整
時間を短縮し、作付面積の拡
大やきめ細かな栽培管理が可
能となり販売額を増加

販売額の10％
以上増加
(10.0％増
加）

75.0

323 0.954
556,502円

/10a

　農協への出荷伝票により10a当た
り販売金額を算出する。

130.4%

　機械の導入により面積拡大やきめ細かな栽培
管理が可能となり目標を達成した。
　今後も、高品質で安定生産体制を継続してい
く。

　ねぎ収穫機等の導入により販売額が増加し、
成果目標を達成することができた。
　要因は、高性能機械の導入により作付面積の
拡大や作業効率の向上が図られたことによる。
　今後は、事業効果が継続して産地が維持され
るよう栽培技術を指導する。
　なお、目標未達成者は、活着不良により減収
となったことから、耕起を丁寧に行うなど、基
本技術の徹底を呼びかけていく。

R3評価

291 243 1.198
540,289円

/a

　ＪＡ出荷伝票により10a当たり販
売金額を算出する。

-259.9%
451,365円

/10a
12.7 258,000 222 －

つがる市
地域農業
再生協議
会

2-21-
2

つがる市
柏上古川
共同防除
地区

果樹
（りん
ご）

高性能なスピードスプレー
ヤーの導入により取組面積の
拡大を図ることに加え品質向
上を図り、販売金額の10％以
上を増加

販売額の10％
以上の増加
（10.1%増
加）

388,436円
/10a

15.0 1,589 244.5 －
427,548円

/10a
25.0 1,745 245 －

730,975円
/10a

11.5 312,570 269

つがる市
地域農業
再生協議
会

2-21-
1

森田町東
共同防除
地区

果樹
(りんご)

高性能なスピードスプレー
ヤーの導入により取組面積の
拡大を図るとともにトレリス
導入により品質向上を図り、
販売金額の10％以上の増加を
実現する。

販売額の10％
以上の増加
（10.2％増
加）

299,966円
/10a

65.0 1,227 244.5 －
330,417円

/10a

R1評価済み

　高品質な果実が生産され、目標を大幅に上回
る成果となった。
　また、価格補正後の実績でも目標を達成した
ので、今後も取組の支援を継続する。

　最新のスピードスプレイヤー等の導入により
販売額が増加し、成果目標を達成することがで
きた。
　要因は、高性能機械の導入により適期防除が
可能となり、高品質なりんご生産を実現できた
ことによる。
　今後も、事業効果が継続して産地が維持され
るよう指導する。

1,349 244.9 －
390,784円

/10a
66.23 1,943.2 201.1 － 209 213 0.981

383,359円
/10a

　産地における農協等出荷者の販売
額をもとに10a当たりの販売金額を
算出する。

273.9%

R1評価済み
R2評価済み
R3再評価

544,911円
/10a

13.5 2,207 246.9 － 209 215 0.972
529,653円

/10a

　産地における農協等出荷者の販売
額をもとに10a当たりの販売金額を
算出

361.1%

　高品質な果実が生産され、目標を大幅に上回
る成果となった。

　最新のスピードスプレヤーの導入により散布
効率が向上し、適期散布が可能となったもの
の、成果目標の達成には至らなかった。
　要因は台風による樹上損傷果が多く、販売単
価が伸びなかったこと、また黒星病の蔓延によ
り低品質果が多く、全体としての販売額の向上
につながらなかったことによる。
　良品生産による販売額向上に向け、災害対策
の徹底及び県主催の講習会への参加を促すなど
黒星病等病害虫の防除対策等の指導を徹底す
る。

282.9%

　高品質な果実が生産され、目標を大幅に上回
る成果となった。

12.7 2,135 246.9 － 209

　最新のスピードスプレヤーの導入により散布
効率が向上し、適期散布が可能になり、成果目
標を達成できた。
　要因は台風による落果や樹上損傷果が少な
く、また黒星病の発生を抑え切れたことから、
販売額の向上につながったことによる。
　引き続き高品質なりんごを生産できるよう、
病害虫等の発生状況や効率的な防除方法等につ
いて、情報提供するなど支援する。

R1評価済み

鰺ヶ沢町
果樹産地
協議会

2-22-
1

上建石
地　区

果樹
(りんご)

215 0.972
512,372円

/10a

　産地における農協等出荷者の販売
額をもとに10a当りの販売金額を算
出

つがる市
地域農業
再生協議
会

2-21-
3

つがる市
柏小和巻
共同防除
地区

果樹
（りん
ご）

高性能なスピードスプレー
ヤーの導入により取組面積の
拡大を図ることに加え品質向
上を図り、販売金額の10％以
上を増加

販売額の10％
以上の増加
（10.1%増
加）

398,136円
/10a

13.0 1,628 244.5 －
438,517円

/10a
21.3 1,790 245 －

527,132円
/10a

高齢化等による労力不足への
対応や販売拡大のため透過型
センサ搭載のりんご選果機を
導入し、
①選果作業の省力・効率化
②G.GAP活用による国内外への
りんご販売に向けた品質・等
級別の選別
③業務用加工原料りんごの用
途別出荷
の実現により販売額の10％以
上の増加を実現する。

販売額の10％
以上の増加
（10.64％増
加）

275,195円
   /10a

17.8

りんご(生食用)
90,174kg

りんご(加工原料
用)

304,348kg

りんご加工品
35,314個

販売手数料収入関
係

2,566kg

りんご(生食用)
218円/kg

りんご(加工原料用)
57円/kg

りんご加工品
332円/個

販売手数料収入関係
42円/kg

深浦町担
い手育成
総合支援
協議会

1-23-
1

舮作地区

野菜
(だいこ
ん
にんじ
ん)

深浦町担
い手育成
総合支援
協議会

1-23-
2

深浦町千
畳敷台地
区

野菜
（にんじ
ん）

ばれいしょから収益性の高い
有機栽培による夏秋にんじん
への転換を図るため、高性能
なトラクター、ブームスプレ
ヤー、除草機を導入すること
により各種作業の省力化と栽
培面積の拡大を行い、販売額
を10%以上増加

販売額の10％
以上の増加
（19.0%の増
加）

104,464円
/10a

124,320円
/10a

11.2

－ －

89 1.73
184,096円

/10a

　農業者の確定申告データと出荷
データをもとに１０a当たりの販売
価格を算出する。

401.0%

　機械導入により各種作業の省力化が図られ、
販売額については目標を達成したが、単収が上
がらず、また、作付面積の拡大（にんじんへの
転換）が進んでいないため、栽培管理・経営改
善を徹底するよう指導する。

3.6%

　機械導入により適期作業や適期収穫ができた
ことにより、出荷量は目標の117％と増加したも
のの、連作による病害虫の発生が増えたこと
や、８月中下旬の降雨・低温による生育停滞に
より細物の出荷が増えたことや、出荷期間を通
じて市場単価が低かったことから、目標に到達
できなかった。
　今後は、更なる良品生産に取り組みつつ、販
売方法等の工夫も検討することで単価の向上を
目指し 目標達成に向けて指導する。
　また、面積目標については、未達であり今後
面積拡大に向けても取り組んでいく。

　収穫量は計画より多く収穫できたものの、連
作による病害虫の発生が増えたことや、８月中
下旬の降雨・低温による生育停滞により細物の
出荷が増えたことや、出荷期間を通じて市場単
価が低かったことから、目標に到達できなかっ
た。
気象条件に合わせた栽培管理や適期防除により
太物収量を増やすことや、販売方法等について
は結束することによる単価向上を図るなど、工
夫の余地があると思われるので、今後は更なる
良品生産に取り組むよう関係機関とともに引き
続き指導する。
また、面積拡大に向けて、農地中間管理機構等
を活用して農地拡大を図れるように支援してい
く。

R4評価
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　最新のスピードスプレイヤー等の導入により
販売額が増加し、成果目標を達成することがで
きた。
　要因は、高性能機械の導入により適期防除が
可能となり、高品質なりんご生産を実現できた
ことによる。
　今後も、事業効果が継続して産地が維持され
るよう指導する。

R2評価済み
R3再評価

R1評価済み

　種子処理剤を変更したことで、昨年に比べ収
穫量、販売価格共に増加し、目標達成をするこ
とができた。
今後も、基本技術の励行に努め、現状の維持を
目指す。今後も良質豆の安定生産を継続するた
め、産地として栽培管理技術の向上に努めるよ
う指導する。

R2評価済み
R3改善状況

56,430円/10a 40 684,000 33 -

ホールクロップ収穫（１台追
加)、トラクター（セミクロー
ラ）、ラッピングマシーン、
マニアスプレッダー、ロー
ダー（ペールグラブ、１台分
追加）の導入による湛水直播
栽培方式による高品質・多収
栽培技術の確立と農地中間管
理事業を利用した農地の集積
により、販売金額の10％以上
の増加を実現する。

販売金額の
10％以上の増
加
（14.0%増
加）

49,500円/10a 21.3 399,162 -26.4 -

13,434 13,829 0.971
107,449円

/10a

9,150 0.988
15,255円

/10a

　産地における農協出荷への販売金
額をもとに、10a当たりの販売額を
算出する。

-17.0%

板柳町農
業再生協
議会

1-24-
1

板柳町赤
田地区

水稲

「青天の霹靂」導入と栽培面
積拡大による産地形成、農地
中間管理事業を活用した農地
の集積と団地化によるきめ細
やかな栽培管理の実施に基づ
く高品質多収生産、高性能農
業機械の導入に伴う適期収穫
の実現

販売額の10％
以上の増加
（10.0％増
加）

96,907円
/10a

18.0 26,400 155 －
106,598円

/10a
18.0 97,940 172 － 110,658円

/10a
16 91,950 193 －

13,321 1.120
129,454円

/10a

　産地における農協出荷への販売額
をもとに、10a当たりの販売額を算
出する。

469.9%

　産地における農協出荷への販売額
をもとに、10a当たりの販売額を算
出する。

108.8%

　目標は達成した。
　今後も高品質・安定生産を継続できるよう指
導していく。

　高性能なコンバインの導入により販売額が増
加し、成果目標を達成することができた。
　要因は、高性能機械の導入により適期収穫が
可能となり、高品質な米生産を実現できたこと
による。
　今後は、農地集積による作付面積の拡大を図
るほか、良質米の安定生産を継続し産地として
栽培管理技術の向上に努めるよう指導する。

R2評価済み
R3再評価

板柳町農
業再生協
議会

1-24-
2

板柳町
狐森地区

大豆

・管理機を導入し、適期の中
耕・培土作業の実施による高
品質大豆生産の実現を図る。
・高畦栽培と暗ょ、明きょ設
置の徹底による湿害対策の実
施
・耕耘同時畝立は種技術の導
入
・作業受託面積の拡大による
作付面積の拡大

販売額の10％
以上の増加
（10.0％増
加）

15,520円
/10a

10.0 21,480 4,400 －
17,077円

/10a
22.0 49,720 4,560 － 15,440円/10a 22.8 54,420 3,886 － 9,043

0.992
99,612円

/10a

　産地における生産者の販売額をも
とに10a当たりの販売金額を算出す
る。

133.5%

　目標は、達成した。
　今後も農協等と連携しながら生産指導の強化
に努める。

　例年に比べ収穫量は増大したが、販売金額に
おいて目標達成には至らなかった。今後も、基
本技術の励行に努め、収穫量の維持と供に品質
を向上させることで目標達成を目指す。

　昨年度の取組である湿害対策や種子処理剤の
変更により、例年に比べ収穫量は増大したが、
全農の大豆販売価格が低下したことで、販売金
額において目標達成には至らなかった。大豆
は、町の重要な転作作物であり、生産者の農業
所得向上のためには、これまで以上に生産性、
収益性の向上が必要である。収量、品質の向上
には、作付ほ場の排水対策の徹底が必須である
ため、高畦栽培、明きょ、暗きょの設置等基本
技術の励行を徹底するよう指導する。

R1評価済み
R3改善状況

板柳町農
業再生協
議会

1-24-
3

板柳町
高増地区

水稲

特Ａ品種「青天の霹靂」導入
と栽培面積拡大による産地形
成、農地中間管理事業、農業
経営基盤強化促進法に基づく
利用権設定等を活用した中心
的経営体の農地の集積と団地
化に伴うきめ細やかな栽培管
理による高品質・安定生産、
高性能農業機械の導入による
品質向上

販売額の10％
以上の増加
（10.1％増
加)

87,848円
/10a

65.5 365,687 157 －
96,703円

/10a
136.8 775,288 182 － 115,584円

/10a
117 694,658 194 － 14,923

222 213 1.042
594,088円

/10ａ

　目標は、達成した。
　今後もより一層農協等と連携しながら、生産
指導の強化に努める。

　高性能なコンバイン等の導入により販売額が
増加し、成果目標を達成することができた。
　要因は、高性能機械の導入により適期収穫が
可能となり、高品質な米生産を実現できたこと
による。
　今後も、良質米の安定生産を継続するため、
産地として栽培管理技術の向上に努めるよう指
導する。

R3評価

板柳町農
業再生協
議会

1-24-
4

板柳町五
林平地区

水稲

移植栽培から乾田直播栽培へ
の転換、「青天の霹靂」の導
入と栽培面積拡大による産地
形成、農地中間管理事業等を
活用した中心的経営体の農地
集積と団地化に伴い、トラク
ター・コンバイン等の高性能
農業機械を導入し、適期作業
の実現により高品質・安定生
産、品質向上

販売額の10％
以上の増加
（10.0％増
加）

87,848円
/10a

96.0 533,760 9,480 －
96,659円

/10a
96.0 536,284 10,382 － 100,415円

/10a
94.3 486,120 11,683 － 13,216 13,321

0.988
17,435円

/10a

　種子処理剤を変更したことで、昨
年に比べ収穫量、販売価格共に増加
し、目標達成をすることができた。
今後も、基本技術の励行に努め、現
状の維持を目指す。

172.5%

　今後も関係機関との連携を強化し、栽培技術
指導の強化に努め、継続的に支援することで、
収穫量の維持と品質の向上を目指す。

　高性能なコンバインの導入により販売額が増
加し、成果目標を達成することができた。
　要因は、高性能機械の導入により適期収穫が
可能となり、高品質な米生産を実現できたこと
による。
　今後は、農地集積による作付面積の拡大を図
るほか、良質米の安定生産を継続し産地として
栽培管理技術の向上に努めるよう指導する。

R1評価済み
R2評価済み
R3再評価

板柳町農
業再生協
議会

1-24-
4

板柳町五
林平地区

大豆

板柳町農
業再生協
議会

2-24-
1

掛落林共
同防除地
区

果樹
(りんご)

高性能なスピードスプレー
ヤーの導入による防除作業面
積の拡大を図ることに加え、
果実品質の向上と競争力のあ
る品種の生産拡大により販売
金額の10％以上の増加を実現
する。

販売額の10％
以上の増加
（10.0％増
加）

501,364円
/10ａ

20.3 － － －
551,501円

/10ａ
20.3 － － － 570,142円

/10ａ
21.6 － － －

22.5 － － －
516,106円

/10ａ
22.5 － － － 495,516円

/10ａ

　組合員の確定申告書の写し等の販
売金額がわかる関係書類をもとに10
ａ当たりの販売金額を算出する。

184.9%

　目標は達成した。
　今後も、基本技術の励行に努め、高品質・安
定生産に取り組む。

高畦栽培と暗きょ、明きょ設
置の徹底による湿害対策の実
施、 高性能管理機を導入し適
期の中耕・培土作業の実施に
よる高品質大豆の生産、耕耘
同時畝立は種技術の導入、作
業受託面積の拡大による大豆
作付面積の拡大、高性能コン
バインを導入し適期作業の実
現による高品質・安定生産

販売額の10％
以上の増加
（10.1％増
加)

14,844円
/10a

32.0 64,470 4,409 －
16,346円

/10a
45.0 98,550 4,478 － 17,647円/10a 39.2 103,560 4,011 － 9,043 9,150

24.8 － － － 222 213 1.042
516,328円

/10ａ

　組合員の確定申告書の写し等の販
売金額がわかる関係書類をもとに10
ａ当たりの販売金額を算出する。

100.5%

　目標は達成した。
　今後も、基本技術の励行に努め、高品質・安
定生産に取り組む。

　最新のスピードスプレイヤー等の導入により
販売額が増加し、成果目標を達成することがで
きた。
　要因は、高性能機械の導入により適期防除が
可能となり、高品質なりんご生産を実現できた
ことによる。
　今後も、事業効果が継続して産地が維持され
るよう指導する。

R2評価済み
R3再評価

板柳町農
業再生協
議会

2-24-
3

下常海橋
共同防除
地区

果樹
(りんご)

　小雨が原因とみられる小玉果が多くみられ、
生産量が減少し、目標を達成できなかった。引
き続きりんごの良品生産を目指す。
　離農者が出たことで取組面積が減少したが、
担い手への園地集約などにより維持できるよう
支援していく。

　コロナウイルスの拡大等により、契約取引量
が減少したことに加え、小雨が原因とみられる
小玉果による生産量の減少に伴い、成果目標の
達成には至らなかった。
　今後は、良品生産による販売額向上に向け、
効率的な防除ができるよう指導を徹底する。

R2評価済み
R3改善状況

0.963
424,110円

/10a

　組合員の確定申告書の写し等の販
売金額がわかる関係書類をもとに10
ａ当たりの販売金額を算出する。

-202.4%

板柳町農
業再生協
議会

2-24-
2

丸飯・飯
田新農共
同防除地
区

果樹
(りんご)

高性能なスピードスプレー
ヤーの導入により防除作業の
省力化に伴う組合員の経営規
模の維持・拡大及び防除作業
面積の拡大を図ることに加え
果実品質向上と競争力のある
品種の生産拡大により販売金
額の10％以上の増加を実現す
る。

販売額の10％
以上の増加
（10.0%増
加）

469,186円
/10ａ

鶴田町農
業再生協
議会

1-25-
1

鶴田南
稲
(直播、
WCS用稲)

－ － 440,405円
/10a

21.5 － － － 209 217

R2評価済み
R3改善状況

契約栽培のため、価格
補正は、行わない。

　前年度、収量減少を改善するために、定期的
な草刈り・除草剤散布等による雑草対策に取り
組んだが、猛暑による水不足で、水管理がうま
くいかなかったため、単収が減り、目標を達成
できなかった。
　近年、従来までにはなかった気象の影響を受
け、生育が不安定になっており、収量、品質に
大きく影響し、成果目標の達成を阻害している
ため、今後は、目標達成のため、気象の変化に
応じた栽培管理技術の励行を指導する。また、
成果目標である販売金額の増加を実現し、取組
面積を拡大するためには、直播栽培の収量向上
が必要であることから、既存技術の見直しや、
これら技術を組み合わせた効率的な作業体系の
取組等を継続して実施するよう指導する。

- -

高性能なスピードスプレー
ヤーの導入により防除面積及
び組合員の経営規模の拡大を
図ることに加え果実品質向上
と競争力のある品種の生産拡
大により販売金額の10％以上
の増加を実現する。

販売額の10％
以上の増加
（10.2%増
加）

534,236円
/10ａ

30.0 － － －
588,634円

/10ａ
30.0 －

鶴田町果
樹産地協
議会

2-25-
1

鶴田町西
中野共同
防除地区

果樹
（りん
ご）

高性能なスピードスプレー
ヤーの導入により防除面積及
び組合員の経営規模の拡大を
図ることに加え品質向上を図
り、販売金額の10％以上を増
加

販売額の10％
以上の増加
（10.0%増
加）

467,218円
/10ａ

7.05 － 467,218 －
513,940円

/10a
21510.0 － 513,940 －

539,408円
/10a

10.6
524,304円

/10a

　現状値、実績値は組合員の確定申
告書等販売金額がわかる関係書類で
確認し、10ａ当たり販売額を算出

122.2%

　今後も組合員全員で適正着果や病害虫防除
等、基本技術の励行による高品質生産に努め
る。

　最新のスピードスプレヤーの導入により散布
効率が向上し、適期散布が可能になり、成果目
標を達成できた。
　要因は台風による落果や樹上損傷果が少な
く、また黒星病の発生を抑え切れたことから、
販売額の向上につながったことによる。
　引き続き高品質なりんごを生産できるよう、
病害虫等の発生状況や効率的な防除方法等につ
いて、情報提供するなど支援する。

－ 539,408 － 209

-200.0%

　主食用水稲作業に重ならないように直播栽培
に取り組むとともに作業日程を全体的に前倒し
する等して、移植栽培より収量が低下しがちな
直播栽培の収量を他の農家よりも微減におさえ
込んでいる。しかし、近年温暖化により直播栽
培における雑草被害が増加しているため、草刈
りや除草作業の時間を増やし、雑草被害をこれ
までよりも少なくすることや、気候変動に対応
し、これまでよりも田植え時期を１０日程度前
倒しするなどして直播栽培の単収を引き上げ、
目標達成を目指す。

35,640円/10a 34.3 611,320 20.0 - -

　現状値、実績値とも出荷伝票、取
引数量に関する帳簿及び「需要に応
じた米生産の推進に関する要領」
（平成26年4月1日付け25生産第3578
号農林水産省生産局長通知）の規定
に基づく各種書類（新規需要米取組
計画書、区分管理計画書、新規需要
米出荷契約数量等農業者別一覧表、
新規需要米生産出荷数量一覧表、新
規需要米売渡数量報告書等）から10
ａ当たり販売額を算出する。

0.972
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g
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R2評価済み

465,519

　現状値、実績値は組合員の確定申
告書等販売金額がわかる関係書類で
確認し、10ａ当たり販売金額を算出
する。

-281.7%

　老木による数量減少が課題となっているた
め、年20本づつ更新をしている。また、ＧＡＰ
を売りにして、ネット販売と仲買い業者を通じ
ての販売（イオングループ福島で購入）してお
り（割合は半々）、消費者の反応も好評でリ
ピート購入もあるのことである。今後も、数量
確保、営業努力、高品質生産により、今後の販
売額増への改善が見込まれる。

　場所によっては、霜により、数量、品質に影
響があった。また、高接ぎ木の樹勢が落ちてき
ており、玉数が少なくなり、肥大も鈍化してき
ている。数量確保に影響があり、成果目標の達
成には至らなかった。
　今後は、良品生産による販売額向上に向け、
効率的な防除対策ができるよう指導を徹底す
る。

R1評価済み
R3改善状況

532,782円
/10a

　現状値、実績値は組合員の確定申
告書等販売金額がわかる関係書類で
確認し、10ａ当たり販売金額を算出
する。

101.4%－ 222

597,681円
/10a

21.0 －

鶴田町果
樹産地協
議会

2-25-
2

共栄地区
果樹
(りんご)

鶴田町果
樹産地協
議会

2-25-
3

大性共同
防除地区

果樹
(りんご)

鶴田町果
樹産地協
議会

2-25-
5

鶴田町妙
堂崎地区

果樹
（りん
ご）

高性能なスピードスプレー
ヤーの導入による防除作業面
積の拡大を図ることに加え、
果実品質向上と競争力のある
品種の生産拡大により、販売
額を10%以上増加

販売額の10％
以上の増加
（10.6%増
加）

480,866円
/10a

532,051円
/10a

52.4
559,058円

/10a
39.16 - 218,927,282

73.76 －
13,708円

/10a

233 0.953

高性能なスピードスプレー
ヤーの導入により防除面積及
び組合員の経営規模の拡大を
図ることに加え品質向上を図
り、販売金額の10％以上のを
増加を実現する。

販売額の10％
以上の増加
（10.0%増
加）

648,126円
/10a

1.8 － － －
712,939円

/10a
10.0 － － － 1.8 - 483,405 - 209 217 0.963

高性能なスピードスプレー
ヤーの導入により防除面積及
び組合員の経営規模の拡大を
図ることに加え品質向上を図
り、販売金額の10％以上のを
増加を実現する。

販売額の10％
以上の増加
（10.0%増
加）

543,346円
/10a

17.4 － － －

59.0 132,720 60.94 － 8,498 9,989 0.851
11,666円
/10ａ

　取組主体における大豆の精算書及
び取引先の検査格付結果通知から
10a当たりの販売金額を算出する。

95.0%

　きめ細やかな栽培管理により、目標の単収
159kgを66kg上回る225kgを確保できた。
　10a当たり販売金額は目標を達成できなかった
が、２等品が全体の99％を占めていることか
ら、品質の向上に一層努める必要がある。
　今後も天候をこまめにチェックしながら適期
作業をするように指導する。

　高性能なコンバイン等の導入により作業効率
が向上したが、成果目標を達成することができ
なかった。
　要因は、栽培管理の徹底により収量を確保で
きたことによるが、２等品の割合が９９％であ
ることが課題となっている。
　今後は、検査等級の一層の向上を目指し、適
期収穫と適正な乾燥調製作業の励行に努めるよ
う指導する必要がある。

R2評価済み

三沢市担
い手育成
総合支援
協議会

1-28-
1

塩釜地区

露地野菜
（ながい
も、ごぼ
う、だい
こん、に
んじん、
にんに
く、キャ
ベツ、ね
ぎ）

高性能機械の導入による作業
効率の向上、規模拡大に伴う
中心的経営体への集積、栽培
マニュアルに基づく施肥管理
の徹底を推進することによ
り、生産コストの低減を図
る。

所得額の10％
以上の増加
（11.6%増
加）

56,364円
   /10a

82.4 － － －
62,929円

/10a
100.9 － － －

86,721円
/10a

88.7 － － －

ながいも
438

にんにく
1,715

だいこん
104

ごぼう
225

にんじん
154

キャベツ
92

ねぎ
342

ながいも
299

にんにく
1,479

だいこん
90

ごぼう
188

にんじん
185

キャベツ
97

ねぎ
323

ながいも
1.465

にんにく
1.160

だいこん
1.156
ごぼう
1.197

にんじん
0.832

キャベツ
0.948
ねぎ
1.059

245,913円
/10a

　農業者の青色申告決算書等から所
得を算出し検証する。

2887.3%

　本事業を用いて産地として高性能機械を導入
したことにより、適期作業が図られたことか
ら、所得が向上した。

　高性能なトラクターや収穫機等の導入により
所得額が増加し、成果目標を達成することがで
きた。要因は、高性能機械の導入により作業効
率が向上し、生産コストを低減できたことによ
る。　今後は、農業委員会や農地中間管理機構
を活用して面積拡大を図るとともに、事業効果
が継続して産地が維持されるよう指導する。な
お、面積拡大の目標を達成できなかった経営体
については、農地中間管理機構及び農業委員会
を通した農地の貸借が積極的に行われなかった
ために、目標を達成するには至らなかった。今
後、機構及び委員会を有効活用し、積極的に農
地の増加に努めることとする。個別に所得増加
の目標を達成できなかった経営体については、
収量の増加が滞ったためと考えられるので、
各々の生産作物に沿った収量増加の方法を関係
機関と協議しながら所得の向上に努めることと
する。

R3評価

東北町地
域担い手
育成総合
支援協議
会

1-33-
6

東北町御
料・甲地
地区

露地野菜
（ながい
も、ごぼ
う、だい
こん、に
んにく）

冷蔵庫、加工設備のリース導
入により、農産物の長期に渡
る安定販売が可能となり、販
売額を10%以上増加

販売額の10％
以上の増加
（12.8%の増
加）

565,327円
/10a

637,811円
/10a

17.2
453,730円

/10a
18.6 －

東北町地
域担い手
育成総合
支援協議
会

1-33-
7

東北町淋
代・萠出
地区

露地野菜
（こか
ぶ、なが
いも、ご
ぼう）

高性能機械の導入による作業
効率の向上、規模拡大に伴う
中心的経営体への集積、栽培
マニュアルに基づく施肥管理
の徹底を推進することによ
り、所得額を増加

所得額の10％
以上の増加
（10.2%の増
加）

111,310円
/10a

122,654円
/10a

138.1
60,370円

/10a

13,207円
/10a

合計
356.3

ながいも
99.3

ごぼう
29.2
大根
179.7

にんじん
3.7

にんにく
37.8

きゃべつ
3.5

たまねぎ
3.2

－ － －

84,166,881 －

ながいも
438

ごぼう
225

にんにく
1,715

だいこん
104

ながいも
273

ごぼう
90

にんにく
945

だいこん
72

ながいも
1.604
ごぼう
2.500

にんにく
1.815

だいこん
1.444

732,410円
/10a

　農業者の青色申告決算書等から所
得を算出し検証する。

230.5%

　作付面積に関しては、産地全体として目標を
達成しており、導入機械等の利用により適期に
作業を行えたことから販売量を確保できたた
め、全体の販売額向上につながった。
　機械導入による面積拡大により産地全体とし
て目標を達成していることから、目標が達成で
きない取組主体については、導入機械を活用し
た面積拡大をすすめる。

　農産物の長期販売を目的に導入した冷蔵庫の
効果が発現し、産地としては成果目標を達成す
ることができた。
　要因は、野菜価格が下落する中で、出荷時期
を調整するなどして安定的な価格で出荷するこ
とが可能となったことによる。
　しかし、取組主体によっては、だいこんの生
育不良等により販売額の目標に達していないた
め、今後は、面積拡大や栽培技術の向上に係る
生産指導を徹底する。

R2評価済み

127.8 － 512,734

合計
74.5

ながいも
22.8

ごぼう
24.1
大根
16.5

にんじん
5.1

にんにく
6.0

たまねぎ
0

－ － －

452,364

ながいも
438

ごぼう
225

こかぶ
191

ながいも
273

ごぼう
90

こかぶ
180

ながいも
1.604
ごぼう
2.500
こかぶ
1.061

194,885円
/10a

　農業者の青色申告決算書等から、
販売高、生産コストを確認し、販売
高から生産コストを除いた額を所得
額として検証する。

736.7%

　本年度産地の取組主体による面積拡大の伸び
率は不十分であり産地全体でさらなる面積拡大
に対する努力が必要。また、計画策定した際の
現状値は台風災害により、長芋等がかなり高騰
した際の申告書をベースにしているため、補正
値なしでは目標値に届かないが、補正係数を用
いた価格の補正後の実績値では大幅に目標を超
えており、産地全体で評価できる結果となって
いる。

　高性能なトラクター等の導入により作業効率
が向上し、産地としては成果目標を大幅に達成
することができた。
　しかし、取組主体によっては、所得向上の目
標に達していないため、面積拡大や栽培技術の
向上に努めるよう指導を徹底する。

R2評価済み

東北町地
域担い手
育成総合
支援協議
会

1-33-
8

滝沢平地
区

露地野菜
（ながい
も、だい
こん、ご
ぼう、に
んにく、
キャベ
ツ、たま
ねぎ）

高性能機械の導入による作業
効率の向上、規模拡大に伴う
中心的経営体への集積、栽培
マニュアルに基づく施肥管理
の徹底を推進することによ
り、所得額の１０％以上の増
加を図る。

所得額の10％
以上の増加
（10.5%増
加）

74,188円
/10a

合計
324.4

ながいも
80.0

ごぼう
34.7
大根
175.9

にんにく
31.5

きゃべつ
2.3

－ － －
81,973円

/10a

合計
345.9

ながいも
83.2

ごぼう
36.6
大根
185.1

にんにく
33.1

きゃべつ
4.9

たまねぎ
3.0

－ － －

ながいも
317

にんにく
1,745
大根
81

ごぼう
163

キャベツ
68

ながいも
299

にんにく
1,479
大根
90

ごぼう
188

キャベツ
97

ながいも
1.060

にんにく
1.180
大根
0.900
ごぼう
0.867

キャベツ
0.701

92,717円
/10a

　農業者の青色申告決算書等から検
証

238.0%

　産地の取組主体による面積拡大の伸び率は鈍
化傾向ではあるが、目標値以上の作付面積と
なっている。
　作業性能の高い機械を使用することにより適
期作業が図られたことから所得が向上した。

　高性能なトラクターや収穫機等の導入により
所得額が増加し、成果目標を達成することがで
きた。要因は、高性能機械の導入により作業効
率が向上し、経営農地の規模を拡大できたこと
による。今後も、事業効果が継続して産地が維
持されるよう指導する。
　なお、面積拡大の目標を達成できなかった経
営体については、農地中間管理機構及び農業委
員会を通した農地の貸借が積極的に行われな
かったことが要因と考えられることから、今
後、農地中間管理機構等を利用し農地確保を指
導するほか、輪作体系を見直し対象作目の作付
面積を増加させるよう指導を行っていく。　ま
た、所得増加目標未達については、R2年の夏期
高温による品質低下等が要因であるため、品質
向上策とコスト部分の精査による所得増加を基
本に指導を継続する。

R3評価

東北町地
域担い手
育成総合
支援協議
会

1-33-
9

中村・五
十嵐地区

露地野菜
（ながい
も、だい
こん、ご
ぼう、に
んじん、
にんに
く）

高性能機械の導入による作業
効率の向上、規模拡大に伴う
中心的経営体への集積、栽培
マニュアルに基づく施肥管理
の徹底を推進することによ
り、所得額の１０％以上の増
加を図る

所得額の10％
以上の増加
（12.0%増
加）

125,878円
/10a

合計
63.2

ながいも
16.7

ごぼう
23.1
大根
15.0

にんじん
4.8

にんにく
3.6

－ － －
141,012円

/10a

合計
68.0

ながいも
17.6

ごぼう
25.5
大根
15.6

にんじん
4.8

にんにく
4.5

－ － －
48,062円

/10a

ながいも
317

にんにく
1,745
大根
81

ごぼう
163

キャベツ
68

ながいも
299

にんにく
1,479
大根
90

ごぼう
188

キャベツ
97

ながいも
1.060

にんにく
1.180
大根
0.900
ごぼう
0.867

キャベツ
0.701

163,965円
/10a

　農業者の青色申告決算書等から検
証

251.7%

　産地全体の面積拡大目標に対しては目標を超
える作付面積を確保できている。
　作業性能の高い機械を使用することで、適期
作業が図られたことから、所得が向上した。

　高性能な乗用管理機やブームスプレーヤ等の
導入により所得額が増加し、成果目標を達成す
ることができた。要因は、高性能機械の導入に
より収穫・防除作業等の効率が向上し、経営農
地の規模を拡大できたことによる。今後も、事
業効果が継続して産地が維持されるよう指導す
る。
　なお、面積拡大の目標を達成できなかった経
営体については、農地中間管理機構及び農業委
員会を通した農地の貸借が積極的に行われな
かったことが要因と考えられることから、今
後、農地中間管理機構等を利用し農地確保を指
導するほか、輪作体系を見直し対象作目の作付
面積を増加させるよう指導を行っていく。ま
た、所得増加目標未達については、R2年の夏期
高温による品質低下等が要因であるため、品質
向上策とコスト部分の精査による所得増加を基
本に指導を継続する。

R3評価

中泊町農
業再生協
議会

1-26-
1

中泊町浦
島地区

大豆

大豆の高品質安定生産に必要
な高性能農業機械の導入と作
業受託の拡大、農地中間管理
事業を活用した農地の集積と
団地化により販売額を10%以上
増加

販売額の10％
以上の増加
（11.7%の増
加）

10,498円
/10a

54.5 79,020 72.41 -
11,728円

/10a 64.0 101,120

－ － 12.56 - 595,981 - 209 217 0.963
573,929
円/10a

　現状値、実績値は組合員の確定申
告書等販売金額がわかる関係書類で
確認し、10ａ当たり販売金額を算出
する。

56.3%

　目標達成のために、今後も適正着果や病害虫
防除を徹底し、高品質生産に努めていくことが
必要と思われる。

　花芽が霜害にあったことや、干ばつにより小
玉果率が高いことにより、販売数量、販売額と
もに影響があったことから、成果目標の達成に
は至らなかった。
　今後は、良品生産による販売額向上に向け、
効率的な防除対策を徹底するよう指導する。

R1評価済み
R3改善状況



H28 ha R2 ha R2 ha
円
/k
g

円
/k
g

H29 ha ｔ 千円 千円 R3 ha ｔ 千円 千円 R3 ha t 千円 千円

円
/
㎏

円
/
㎏

H30 ha ｔ 千円 千円 R3 ha ｔ 千円 千円 R3 ha t 千円 千円

円
/
㎏

円
/
㎏

H30 ha kg
円
/k
g

R5 ha kg
円
/k
g

R3 ha kg
円
/k
g

H30 ha kg
円
/
㎏

R4 ha kg
円
/
㎏

R3 ㎡ kg 円/㎏

（３）契約栽培の割合の10％以上の増加かつ50％以上とすること

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単位

h
a

h
a

h
a

（４）需要減が見込まれる品目・品種から需要が見込まれる品目・品種への転換率100％

単
位

単
位

単
位

h
a

h
a

h
a

（５）農産物輸出の取組（直近年の輸出実績がある場合の輸出向け出荷量又は出荷額の10％以上の増加、新規の取組の場合又は直近年の輸出実績がない場合の総出荷額に占める輸出向け出荷額の割合５％以上又は輸出向け年間出荷量10トン以上）

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単位

h
a

h
a

h
a

いちごの品質向上及び生産量
増加などの取組により総販売
額の増加を図るため、自動か
ん水装置を導入するととも
に、パイプハウスを新設す
る。

総販売額の
10％以上の増
加
（72.7%増
加）

37,512千円 1.35 24,874

合計
620,595
ながいも
255,618
ごぼう
76,163
大根
61,683
にんじん
254
にんにく
223,427
キャベツ
3,450

581,767

ながいも
324

ごぼう
226
大根
91

にんじん
91

にんにく
1,668

キャベツ
81

ながいも
285

ごぼう
151
大根
81

にんじん
82

にんにく
1,852

キャベツ
76

ながいも
1.137
ごぼう
1.497
大根
1.123

にんじん
1.110

にんにく
0.901

キャベツ
1.066

83,544
円/10a

実績

年度 面積 年
度

面積 年
度

面積

　高能率機械の導入により作業効率の向上や作
付面積の拡大により成果目標を達成することが
できた。今後も野菜安定生産に向け、技術指導
を行う。
　面積目標については、現状値より増加したも
のの目標を達成することができなかったことか
ら、今後は個別に農地増加の目標を達成できて
いない取組主体について、農地中間管理事業等
を利用した農地確保により作付面積を増加させ
るなど、取組主体と面談等を通し取組目標達成
までのフォローアップを行う。

R4評価

高性能機械の導入による作業
効率の向上、規模拡大に伴う
中心的経営体への集積、栽培
マニュアルに基づく施肥管理
の徹底を推進することによ
り、所得額の１０％以上の増
加を図る。

農業者の青色申告決算書等から検証

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容 備考

総生産量又は 契約取引量 年
度

面積 総生産量又は

成果目標

事後評価の検証方法
(※定量的な検証がで
きること。)

達成率（％） 地域協議会等の評価 都道府県の評価

現状 目標

所得額の10％
以上の増加
（10.5%増
加）

44,082円
/10a

合計
104.3

ながいも
40.9

ごぼう
24.4
大根
19.7

にんじん
0

にんにく
18.1

キャベツ
0.9

たまねぎ
0.3

合計
2336.7

ながいも
834.4
ごぼう
603.8
大根
743.3

にんじん
0

にんにく
85.8

キャベツ
57.5

たまねぎ
11.9

合計
505,244
ながいも
240,246
ごぼう
74,126
大根

54,750
にんじん

0
にんにく
131,023
キャベツ
4,038

たまねぎ
1,061

459,266 48,710円
/10a

ながいも
285

ごぼう
151

にんにく
1,852

だいこん
81

にんじん
82

ながいも
317

ごぼう
163

にんにく
1,745

だいこん
81

にんじん
83

ながいも
432.2
ごぼう
498.5

にんにく
44.8

だいこん
58.9

にんじん
315.4

地域協
議会名

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容

成果目標

事後評価の検証方法(※
定量的な検証ができるこ
と。)

達成率（％） 地域協議会等の評価 都道府県の評価 備考

現状 目標 実績

年度 面積 面積 総生産量又は 契約取引量

総出荷量 総出荷量 総出荷量

契約取引量 年
度

地域協
議会名

成果目標

面積 総出荷量又は 輸出向出荷量
都道府県の評価地域協議会等の評価

ながいも
299

にんにく
1,479
大根
90

ごぼう
188

キャベツ
97

ながいも
1.060

にんにく
1.180
大根
0.900
ごぼう
0.867

キャベツ
0.701

128,682円
/10a

　農業者の青色申告決算書等から検
証

－

1,508 － 66,027千円 2.25 43,872

東北町地
域担い手
育成総合
支援協議
会

1-33-
10

乙部地区

露地野菜
（ながい
も、だい
こん、ご
ぼう、
キャベ
ツ）

高性能機械の導入による作業
効率の向上、規模拡大に伴う
中心的経営体への集積、栽培
マニュアルに基づく施肥管理
の徹底を推進することによ
り、所得額の１０％以上の増
加を図る。

所得額の10％
以上の増加
（10.2%増
加）

75,007円
/10a

合計
108.6

ながいも
27.1

ごぼう
26.9
大根
53.1

きゃべつ
1.5

－ －－ －
82,623円

/10a

合計
115.7

ながいも
28.2

ごぼう
27.4
大根
56.1

きゃべつ
4.0

－ －

　高性能な収穫機やブームスプレーヤ等の導入
により所得額が増加し、成果目標を達成するこ
とができた。
要因は、高性能機械の導入により収穫・防除作
業等の効率が向上し、経営農地の規模を拡大で
きたことによる。今後も、事業効果が継続して
産地が維持されるよう指導する。なお、面積拡
大の目標を達成できなかった経営体について
は、農地中間管理機構及び農業委員会を通した
農地の貸借が積極的に行われなかったことが要
因と考えられることから、今後、農地中間管理
機構等を利用し農地確保を指導するほか、輪作
体系を見直し対象作目の作付面積を増加させる
よう指導を行っていく。
　また、所得増加目標未達については、R2年の
夏期高温による品質低下等が要因であるため、
品質向上策とコスト部分の精査による所得増加
を基本に指導を継続する。

R3評価

31,643円
/10a

1246

　出荷伝票や申告書類など販売額が
確認できる書類に基づいて検証を行
う。

88.8%

　下北地域県民局地域県民局農業普及振興室、
十和田おいらせ農協むつグリーンセンターとと
もに栽培管理、経営管理等について指導を行っ
てきた。
　引き続き、目標達成に向けて関係機関ととも
に、かん水及び施肥管理、病害虫防除等の指導
していく。

  R3実施状況

ながいも
1.112
ごぼう
1.079

にんにく
0.942

だいこん
1.000

にんじん
1.012

57,890
円/10a

農業者の青色申告決算書等から検証

820.9%

　面積は拡大しているものの、産地全体でさら
なる面積拡大に対する努力が必要である。農地
中間管理機構等を利用し農地確保を指導し、対
象作目の作付面積を増加させるよう指導してい
く。
　また、所得目標については産地全体で目標を
達成しており、作業性能の高い機械を使用する
ことにより適期作業が図られたことから向上し
た。

計
308,146
ながいも
109,303
ごぼう
87,425

にんにく
83,551

だいこん
4,667

にんじん
23,200

278,554

合計
118.6

ながいも
45.8

ごぼう
27.3
大根
22.4

にんじん
0.4

にんにく
21.5

キャベツ
0.9

たまねぎ
0.3

合計
2661.2

ながいも
945.1
ごぼう
649.9
大根
880.7

にんじん
14.4

にんにく
101.7

キャベツ
57.5

たまねぎ
11.9

合計
560,023
ながいも
262,018
ごぼう
84,049
大根

59,492
にんじん

580
にんにく
148,785
キャベツ
4,038

たまねぎ
1,061

502,252 33,385
円/10a

合計
116.3
ながいも
47.3
ごぼう
26.3
大根
18.3
にんじん
0.3
にんにく
23.2
キャベツ
1.0

62,844千円 2.141505

852.7%

  作業性能の高い機械を使用することにより適
期作業が図られ、所得目標については産地全体
で目標を達成した。
　面積は拡大しているものの、産地全体でさら
なる面積拡大に対する努力が必要である。農地
中間管理機構等を利用し農地確保を指導し、対
象作目の作付面積を増加させるよう指導してい
く。
　また、生産量についても、面積を増加させる
ほか、講習会等による栽培技術の向上による単
収を増加させることで目標達成を目指す。

露地野菜
(ながい
も、ごぼ
う、にん
にく、だ
いこん、
にんじ
ん、キャ
ベツ、た
まねぎ）

東北町地
域担い手
育成総合
支援協議
会

1-33-
11

小川原
地区

露地野菜
(ながい
も、ごぼ
う、にん
にく、だ
いこん、
にんじ
ん）

ながいも
317

にんにく
1,745
大根
81

ごぼう
163

キャベツ
6

－
32,591円

/10a

合計
138.7

ながいも
39.4

ごぼう
25.0
大根
66.1

きゃべつ
8.2

－

施設野菜
（いち
ご）

704.8%

　産地の取組主体による面積拡大の伸び率は十
分であり、高能率機械導入により所得向上効果
が表れている。
　作業能率の高い機械を使用することにより、
適期作業が図られたことから、所得が向上し
た。

高性能機械の導入による作業
効率の向上、規模拡大に伴う
中心的経営体への集積、栽培
マニュアルに基づく施肥管理
の徹底を推進することによ
り、所得額の１０％以上の増
加を図る。

合計
2537.8
ながいも
985.2
ごぼう
447.6
大根
806.3
にんじん
4.1
にんにく
238.4
キャベツ
56.3

計
77.7

ながいも
22.4

ごぼう
34.9

にんにく
9.9

だいこん
2.0

にんじん
8.5

ながいも
288.0
ごぼう
616.7

にんにく
38.7

だいこん
83.3

にんじん
267.2

計
292,110
ながいも
111,146
ごぼう
81,988

にんにく
74,965

だいこん
6,094

にんじん
17,917

267,540 38,799
円/10a

計
76.3

ながいも
22.1

ごぼう
33.9

にんにく
10.3

だいこん
1.2

にんじん
8.8

所得額の10％
以上の増加
（13.0%増
加）

28,002円
/10a

計
69.9

ながいも
20.4

ごぼう
32.0

にんにく
8.7

だいこん
1.9

にんじん
6.9

ながいも
263.2
ごぼう
562.4

にんにく
33.5

だいこん
77.1

にんじん
218.8

計
256,744
ながいも
99,939
ごぼう
72,859

にんにく
63,672

だいこん
5,646

にんじん
14,628

237,184

むつ市地
域農業再
生協議会

1-36-1 むつ市旧
田名部町

東北町地
域担い手
育成総合
支援協議
会

1-33-
12

土橋・
徳万舘
地区

　出荷伝票や申告書類など販売額が
確認できる書類に基づいて検証を行
う。

1.70 36,711 1,800 － 45,116千円 17,032

　下北地域県民局地域県民局農業普及振興室、
十和田おいらせ農協むつグリーンセンターとと
もに栽培管理、経営管理等について指導を行っ
てきたが、かん水や施肥管理が上手くいかな
かったり、病害虫の発生による欠株などにより
単収が伸び悩んだ。
　引き続き、関係機関とともにかん水及び施肥
管理、病害虫防除等の指導を行い、単収増加に
向けて指導していく。

-27.4%

　令和３年度は栽培管理がうまくいかなかった
ことや病害虫の発生により欠株があり、単収及
び販売単価が伸び悩んだ。
　目標年度には成果目標を達成するよう関係機
関とともに施肥管理等の栽培管理や経営管理等
について引き続き指導する。

R3実施状況

総出荷額 又は出荷額

備考
実績

達成率（％）
年
度

事後評価の検証方法(※
定量的な検証ができるこ
と。)面積 総出荷量又は 輸出向出荷量

又は出荷額総出荷額

　収量が落ち込んだり、生産量が伸び悩んでい
る取組主体もいることから、目標年度には成果
目標を達成するよう係機関とともに施肥管理等
の栽培管理や経営管理等について引き続き指導
する。

－ 50451

　高能率機械の導入により作業効率の向上や作
付面積の拡大により成果目標を達成することが
できた。今後も野菜安定生産に向け、技術指導
を行う。
　面積目標については、現状値より増加したも
のの目標を達成することができなかったことか
ら、今後は個別に農地増加の目標を達成できて
いない取組主体について、農地中間管理事業等
を利用した農地確保により作付面積を増加させ
るなど、取組主体と面談等を通し取組目標達成
までのフォローアップを行う。

R4評価

32,020 1,40949,623千円 1.21 27,728 1,790 － 66,079千円
1-38-
1

東通村
施設野菜
（いち
ご）

地域協
議会名

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容
総出荷量又は

現状 目標

年度 面積 年
度

総出荷額 又は出荷額

輸出向出荷量

いちごの品質向上及び生産量
増加の取組により販売額の増
加を図るため、自動かん水装
置、自動換気装置を導入する
とともに、パイプハウスを新
設する。

総販売額の
10％以上の増
加
（15.4%増
加）

東通村農
業再生協
議会



（６）労働生産性の10％以上の向上

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単位 単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

R2 ㎡ kg
円
/1
0a

hr
/1
0a

R5 ㎡ kg
円
/1
0a

hr
/1
0a

R3 ㎡ kg
円
/1
0a

hr
/1
0a

（７）農業支援サービス事業体の利用割合の10％以上の増加かつ50％以上とすること

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単位

h
a

h
a

h
a

備考都道府県の評価
現状 目標 実績

年度 面積 生産量又は  価格(販売単価) 年
度

生産量又は  価格(販売単価)

スマート農業推進枠

事業実
施前年

度出荷量 出荷量 出荷量

年度

又は利用面積

目標 実績

年
度

面積 経営体数 年
度

経営体数 利用経営体数

達成率
（％）

地域協議会等の評価 都道府県の評価 備考
年
度導入・定着の取組の実施

内容

地域(県又は国を含む)
の価格(販売単価)

補正係
数

価格補正
後の実績

事後評価の検証方法(※定量的な
検証ができること。)

達成率（％）
面積

スマート農業推進枠
事後評価の検証方法(※
定量的な検証ができる
こと。)

現状

年度
地域協
議会名

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容

成果目標

面積 経営体数 利用経営体数 利用経営体数 面積

又は利用面積又は利用面積

対象作物 取組内容

成果目標

労働時間
整理
番号

地区名地域協
議会名 生産量又は  価格(販売単価)労働時間

目標年度
年
度導入・定着の取組

の実施内容

1,148円/h・
10a

229,727 15,525 6,998

面積 労働時間
地域協議会等の評価

228,203 9,369 5,844 5.822

　出荷伝票や申告書類など販売額が
確認できる書類、及び作業日誌など
労働時間が確認できる書類に基づい
て検証を行う。

1,003円/h・
10a

むつ市地
域農業再
生協議会

1-36-
2

青森県む
つ市脇野
沢地区

そば

コンバイン等の機械導入によ
り、単位面積当たりの総労働
時間の６％以上の減少を実現
し、単位面積当たりの総労働
時間の減少により捻出した時
間を活用して、販売額の増加
を図る。

労働生産性の
6%以上の向上

R3実施状況　令和４年産から本格的に稼働し補助事業の効
果が期待されることから、成果目標が達成でき
る見込みである。

944円/h・10a 219,224 7,965 5,814 6.158 6.094 345.8%

　令和3年度は事業実施年度であるため、次年度
から補助事業の効果が一層発揮されると考えら
れ、令和４年度は更に成果目標が達成できる見
込みである。

H28-R2
中庸3

参考値

Ｒ２

参考値
Ｒ２

H28-R2中庸3
か年平均

H28-R2中
庸3か年平
均


